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地域地質研究報告

5 万分の 1 地質図幅

秋田 ( 6 ) 第 3 8 号

矢 島 地 域 の 地 質

大沢　せ *・片平忠実 **・中野　俊 *・土谷信之 *・粟田泰夫 ***

矢島地域の地質調査研究は，昭和 60 年度及び昭和 61 年度特定図幅の研究として行われたものである．

本研究報告は，著者らの資料を基に，石油資源開発株式会社の未発表試・資料を使用もしくは参照して

作成した．なお，地質断面図は秋田県・石油資源開発株式会社・帝国石油株式会社及び山形県（A・B

・C 順）の試掘井のデータを使用して作成した．また，秋田大学鉱山学部高安泰助名誉教授・的場保望

教授・大口健志助教授・相田吉昭博士・石油資源開発株式会社常務取締役白石辰己氏・総合課長森田謙

宏氏・裏日本地域担当主査佐賀　肇氏・瀬能　修氏・帝国石油株式会社探鉱部長菊地芳郎氏から資料提

供に加え，貴重な助言及び協力を頂いた．鳥海火山噴出物に関しては，神戸大学宇井忠英助教授・尾上

秀司氏及び仁賀保高等学校加藤万太郎氏に御教示を受けた．上記の各氏に厚く感謝する．

岩石の化学分析の一部は，元所員加藤甲壬氏，岩石薄片製作は技術部宮本昭正・安部正治・佐藤芳治

・野神貴嗣及び木村　朗の各技官によって行われた．本研究の取りまとめは，執筆を含めて全体の総括

は大沢が，第三系と第四系の一部は大沢・片平・土谷及び中野が，鳥海火山噴出物は中野が，地形・段

丘堆積物・地震などは粟田が，由利原油・ガス田は片平がそれぞれ担当した．

Ⅰ．地　　形

矢島図幅地域は，北緯 39°10′-39°20′，東経 140°0′-140°15′の範囲にあり，出羽丘陵中央部の鳥海山

北麓に位置する．行政区画上は，秋田県南西部の由利郡由利町及び矢島町の大半と，同郡西目町・仁賀

保町・象潟町・東由利町及び鳥海町，本荘市，雄勝郡羽後町のそれぞれ一部を含んでいる．

本地域の地形は，子吉川を境界にして大きく異なっている．すなわち，そこを境界として北東側はや

や急峻な早期壮年期地形を示す起伏に富む山地・丘陵であるのに対し，南西側は穏やかな起伏を示す鳥

海火山山麓の台地及び丘陵となっている．本地域の地形は第 1図に示すように，八塩山塊・笹森丘陵・

子吉川低地・由利原台地・鳥海火山及び仁賀保丘陵に区分できる．第 2 図に本地域の接峰面図を示す．

八塩山塊　本地域の南東部を占める，南北 10 km，東西 4 km の広がりをなす地塁状もしくは傾動地

塊状の急峻な山塊である．標高は 400-700 mで，東縁の八塩山（713.4 m）を最高点とする．東から西

に向かって次第に高度を下げる．東縁は八塩山断層によって限られており，比高300-400 mの幾分開析

された断層崖が発達する．また西縁は鳥田目断層群によって限られており，断層崖が発達し，三角末端

面が見られる．山塊を構成する主な地層は，八塩沢川層及び畑村層である．最高点の八塩山は，畑村層

の比較的硬い溶結凝灰岩及び弱溶結火砕岩からなり，残丘状に突出した地形を形成している．分水嶺は

　*地 質 部　　**石油資源開発株式会社（昭和 61年度地質請査所併任）　　***環境地質部

(昭和 62 年稿）
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．

著しく東に片寄って南北に延びており，これより東方及び西方に流下する河川は深い V 字谷を刻んでい

る．山塊の縁辺部には地すべり地形が発達する．

笹森丘陵　本地域の東部を占めて，子吉川右岸に広がる丘陵である．標高は，一般に 200-300m で定

高性を有する．特に，鳥田目断層群以東の丘陵は，標高 200 m前後で，定高性を保ち，主として畑村層

・須郷田層及び女川層から構成される．これらの地層は緩い波曲を示すため，起伏は比較的緩やかであ

る．水系は樹枝状をなし，河川沿いには谷底低地と段丘が発達する．一方，鳥田目断層群及びそれより

西の地域は，標高150-350 mで，幾分急峻な地形を呈する．この地域は，主として女川層及び船川層か

らなる．特に，虚空蔵山から南に連なる標高 300 m以上の峰々からなる高まりは，鹿ノ爪層・畑村層及

び女川層から構成されている．河川の多くはこの高まりを横断して東から西へ流下し先行谷を形成して

いる．笹森丘陵には，ほぼ全域にわたって多数の地すべり地形が発達する．しかし，この丘陵地北西端

部の天徳寺層及び笹岡層から構成される地域には，顕著な地すべり地形は認められない．

子吉川低地　この低地には南東から北西に向かって子吉川が流れ，その沿岸には数段の河成段丘と谷

底平野が発達している．河成段丘は主として段丘面の連続性及び堆積物の層相に基づいて，8段の段丘

に区分される．すなわち，高位の段丘から高位Ⅰ段丘・同Ⅱ段丘・同Ⅲ段丘・同Ⅳ段丘・同Ⅴ段丘・中

位段丘・低位Ⅰ段丘及び低位Ⅱ段丘である．このうち，矢島より上流に発達する高位Ⅳ段丘は，子吉川

及び鶯川を流下した奥山岩えなだれ堆積物及び御嶽土石流堆積物に覆われている．子吉川の河川勾配は
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矢島より上流では平均 1000分の13と大きく，一方，矢島より下流では平均 1000分の 3と小さい．このた

め，谷底平野は河川勾配の小さい矢島より下流域に広く発達している．

由利原台地　鳥海火山北麓に広がる台地である．標高は 150-500m，北部では標高 150m以下である．

本台地の南部では鳥海火山に向かって次第に高度を上げ，鳥海火山の成層火山体に続いている．台地の

西縁は，東から西に向かって緩く傾き下がり，釜ヶ台断層によって限られている．この台地は，船川層

・天徳寺層・笹岡層及び西目層などの比較的軟弱な泥岩及び砂岩からなる．その地表面の大部分は，由

利原岩えなだれ堆積物に薄く覆われている．台地には小規模な波状の起伏が発達するが，これは熱雲堆

積物の堆積面と考えられる．一部には，岩えなだれ堆積物が構成する流れ山と考えられる小起伏も認め

られるが，不明瞭である．台地の西南端部の仁賀保丘陵に隣接する，南北約 7 km・東西約 1-2 kmの凹

地は，象潟岩えなだれ堆積物に覆われており，そこでは新鮮な流れ山が多数認められる．台地を流れる

河川の谷密度は低く，鶯川・荒沢川・沢内川・鮎川・西目川はいずれも深いV字谷を形成する．これら

のV字谷の側壁及び台地の周縁部には，地すべり地形が多数発達する．なお本台地の中央部から南南西

部にかけて，大谷池断層にそって南北性の長さ約 7 km，東落ちで，比高約 10-20 m の低断層崖が発達

する．

鳥海火山　南隣鳥海山図幅地域を中心に広がる標高2,237 mの成層火山である．山頂部には北北西に
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開いた馬蹄形カルデラが形成されており，その下部にはアバランシュバレー（Avalanche valley）1）が

発達する．本図幅地域の南端には成層火山体の一部が含まれるが，その大部分は笹岡層・西目層を薄く

覆う由利原岩えなだれ堆積物から構成されている．また，本図幅地域南西端部の白雪川流域の谷底低地

は上述のアバランシュバレーの一部である．

仁賀保丘陵　本図幅地域西縁部から西隣象潟図幅地域の東縁部に分布する南北約 15 km，東西約 3-4

km の狭長な丘陵である．丘陵の南部及び中部では標高 500 mであるが，これより北に向かって高度を

低下し，北端部では 100 m以下となる．丘陵は，天徳寺層・笹岡層及び西目層などの比較的軟弱なシルト

岩・砂岩及び砂から構成され，その地表面の大部分は，由利原岩えなだれ堆積物に薄く覆われている．

その東縁部には，釜ヶ台断層に沿って南北に延びる，東へ緩く湾曲した比較的新鮮な撓曲崖が発達する．

この撓曲崖の斜面の傾斜は，丘陵中部から南部では傾斜は 15-20°であるが，北部では 8-15°と緩やか

である．また撓曲崖の比高は，100-200 mである．一方，西縁部には，仁賀保衝上断層群に沿う断層崖

が発達しているが，この断層崖は，多数の地すべりなどによって著しく開析されている．丘陵頂部の平

坦面には，熱雲堆積物の堆積面と考えられる波状の小起伏が認められるほか，地すべり地形の後背亀裂

あるいは低断層崖と考えられる長さ約 0.5-3 km の南北性の崖地形が多数発達する．

Ⅱ．地　質　概　説

Ⅱ．1　研　究　史

矢島図幅地域の地質は，緑色凝灰岩地域特有の第三系及び第四系と，鳥海火山噴出物から構成されて

いる．

本図幅地域の第三系及び第四系（鳥海火山噴出物を除く）の地質については，村山（1922，1934）に

よる秋田県矢島油田及び 7 万 5 千分の 1「本荘」図幅と，三土（1938）による秋田県仁賀保油田が公表

され，新生界の地質層序・地質構造などが，初めて明らかになった．村山（1934）は，地質層序につい

て，下位から上位に向かって，高瀬川凝灰岩（院内統）・女川頁岩・船川頁岩（以上男鹿島統）・細越頁

岩・桂根砂岩及び頁岩・脇本砂質頁岩（以上由利統）及び鮪川砂岩（鷹巣統）に分けた．また，地質構

造について，いわゆる“油田褶曲方向”（N-S 性）を示すことが，村山による地質図によく表現され

ている．この時期には緑色凝灰岩についての層序区分が行われなかったが，それより上位の含油第三系

の地質層序区分は，大局的に見て現在も採用されている．その後，大塚（1936）は高瀬川凝灰岩を上・

下部に分け，上部を須郷田凝灰質泥質砂岩層と呼び，それぞれを男鹿半島の台島階及び双六階に対比し

た．更にその後，片山（1941）は高瀬川凝灰岩を上部層・中部層及び下部層に分け，それぞれを須郷田

層・高瀬川層 M2 帯及び同層 M1 帯と呼び，それらの間に軽度の不整合があるとした．

その後，畠山（1954）によって，新第三系についてより精度の高い研究が行われ，第 3図のように層

序区分が行われ，各層の関係は整合であると考えた．KUTSUZAWA and KIM（1966）は，鳥田目断層

1） 馬蹄形カルデラの下部に発達する平底型の谷地形．これは，高速で流下した岩えなだれなどの侵食作用により形成されたと考えられて

　 いる．
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について研究した．沓沢（1963）は，本図幅地域及び東隣の浅舞図幅地域の地質研究を行い，畑村層と

その下位層との間に田代不整合があると考えた．同じ頃，池辺（1962）は，石油会社社内報告などの業

績を取りまとめて，秋田油田地域における含油第三系の構造発達と石油の集積について研究した（第4

図及び第 1 表）．池辺（1962）によれば，門前階・台島階及び西黒沢階各前期の造構造運動は地向斜的

堆積盆地を形成するまでの，激しい火成活動を伴う地向斜生成期の運動であり，この時期の火砕岩類が

いわゆる“グリーンタフ”と呼ばれているものの主体をなしている．船川階後期から後の断続的な造構

運動は，堆積盆地の縮小する基盤上昇運動で，褶曲構造の形成をもたらしたものである．背斜褶曲は船

川階後期から始まり，次々に背斜が生まれ，断続的な運動により成長して鮪川階末に完成した．積成盆

の沈降量は女川階-船川階に最大を示し，船川階後期から急激に減少した．堆積区は西黒沢階末期に最

も広がり，船川階以後次第に狭められ，鮪川階末にほとんど陸化した．なお，池辺（1962）によれば，

東北地方の含油第三系の堆積盆地は次の3つの段階に大きく分けられる．すなわち，門前階-西黒沢階

前期を地向斜生成期，西黒沢階後期-船川階中期を地向斜積成期，船川階後期-鮪川階を地向斜解体期と

みることができる．なお，TAGUCHI（1962）による秋田・山形県境地域地質図（本図幅地域を含め 5

万分の 1 地形図にて数葉の範囲）は，現在の知識からみても，大局がよく表現された労作である．

最近，地質調査所の地域地質研究報告（5万分の 1地質図幅）の各地域の研究成果，すなわち藤岡ほ
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か（1976，1977）・池辺ほか（1979）・大沢ほか（1977，1982，1984b，1985，1986）及び土谷ほか（1984）

が発表された．その成果の1つとして，日本海沿岸地域で能代衝上断層群・北由利衝上断層群・仁賀保

衝上断層群・酒田衝上断層群などが確認された．これら断層群を総括して北由利衝上断層系と名付けた

（大沢ほか，1984a）．大沢（1986）及び大沢ほか（1984a）によれば，北由利衝上断層系は，日本海沿

岸沿いに延長 200 km，幅 10-15 kmにわたり確認されている．北由利衝上断層群は，断層による最大垂

直変位量 3,000m であって，女川層から鮪川層までの地層の厚さが断層を境として，大きく変化する．

すなわち，西側で 2,000-3,000 m，最大 3,500 m であるのに対し，東側で 1,200-1,700 m と薄い．な

お，東側の地層の岩相は西側に比べて粗粒である．本断層群は，天徳寺層の堆積時に形成され始め，現

在に及ぶ活断層である．仁賀保衝上断層群の最大変位量は 1,800 mと少なく，これも活断層である．鮮

新世後期 -第四紀は，強い圧縮応力場となり，上述の断層系が形成された．北由利衝上断層系は，矢島

図幅地域西部の地下に潜在している．最近，米谷（1983）は秋田油田地域の標準層序を，浮遊性有孔虫

化石分帯に基づいて第 2表のように取りまとめた．なお，土谷（1987）は上述の 5万分の 1図幅に関連

して東北地方日本海側の台島-西黒沢期玄武岩類について分布・産状及び岩石学的研究を行い，幾つかの

新知見を示した．すなわち，玄武岩類は日本海側の油田地帯を中心に広く分布し，非常に厚い．なおか

つ，当時の沈降盆内で形成され，海底火山体としての産状を明瞭に示している．

加藤（1985）は，子吉川沿岸の矢島周辺に分布する河岸段丘について，低位のものから河岸段丘Ⅰ面

・河岸段丘Ⅱ面及び河岸段丘Ⅲ面に 3分した．このうち，後 2者は鳥海火山から由来した泥流堆積物に
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覆われるとされた．一方，東海大学海洋学部海洋資源学科（1985）は，子吉川沿岸の河岸段丘を，高位

段丘群・中位段丘群・低位段丘群及ぴ最低位段丘群に 4分した．このうち，加藤（1985）の河岸段丘Ⅲ

面に相当すると考えられる中位段丘群は，泥流堆積物及び古赤色土に覆われることを認めた．本図幅地

域北西部の西目盆地に分布する沖積低地堆積物について，東北農政局計画部（1985）は，電気探査及び

試掘井の掘さくを行った．

鳥海火山の地質に関する研究は，中島（1906）に始まった．その後，鳥海火山本体に関しては，

ONUMA（1963）・柴橋（1973）などがあるが，最近，林（1984）により詳細な地質図がまとめられた．

本図幅地域内及び西隣象潟図幅地域内に分布する北麓のいわゆる“泥流”堆積物についての研究は，水

野（1962）などから始まった．このうち，新しい堆積物であるいわゆる“象潟泥流”に関しては，加藤

（1977，1978）及び大沢ほか（1982）により，約 2,600-3,000 年前に形成されたことが明らかになった．

その後，この新しい堆積物に関して，山本・只隈（1983）・UI and YAMAMOTO（1984）などにより

詳しく研究されているが，詳細は公表されていない．加藤（1984，1985）は，本図幅地域西部の由利原

一帯に広く分布する古いいわゆる“泥流”について，約 20,000 年前の堆積物であると報告している．

Ⅱ．2　地 質 の 概 要

矢島図幅地域は，東北地方緑色凝灰岩地域のうちの，一部が日本海沿岸地域，一部が出羽丘陵地域に

属する．本図幅地域の地質は，緑色凝灰岩地域特有の第三系及び第四系と，鳥海火山噴出物からなる．
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本図幅地域の地質を総括して第 5図に，また，本図幅地域付近の地質略図を第 6図に示す．本図幅地域

東部の地下に，第三系の基盤をなす花崗岩類が潜在している．
やまうち おおやな  や しおざわかわ

第三系 2）は，下位から山内層・大簗層・鹿ノ爪層・八塩沢川層・青沢層・畑村層・須郷田層・女川層

・薬師山玄武岩・船川層及び天徳寺層に分けられる．須郷田層までが，いわゆる“緑色凝灰岩”であり，

女川層からが，いわゆる“含油第三系”及び同時期の火山岩類である．

山内層は，第三系の最下位を占めて，本図幅地域中北部にわずかに分布している．層厚は300-500 m

である．変質輝石安山岩溶岩・同質火山角礫岩・凝灰角礫岩及び火山礫凝灰岩を主とし，凝灰岩を挟ん

でいる，非火山性砕え岩を伴っていない．化石は発見されていない．本層は，秋田県男鹿半島の潮瀬ノ

岬砂礫岩を除く門前層（藤岡，1959）及び同半島の赤島層を除く西男鹿層群（半沢，1954；宮城，1958）

に対比される．

大簗層は，山内層を不整合に被覆して，本図幅地域中北部にわずかに分布している．層厚は250-400

mである．酸性凝灰岩及ぴ火山礫凝灰岩を主とし，泥岩・礫岩及び，ときに酸性溶結凝灰岩と砂岩を伴

っている．本層の下部から阿仁合型植物化石を産する．本層は男鹿半島の広義の台島層（宮城，1958）

下半部にほぼ対比される．台島 -西黒沢階下部である．

鹿ノ爪層は，大簗層を整合に被覆して，本図幅地域北東部にわずかに分布している．層厚は 300-450

mである．輝石安山岩溶岩・同質凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩・火山角礫岩及び凝灰岩を主とし，玄武岩

溶岩，ときに畑村層のものと酷似している酸性火砕岩を伴っている．非火山性砕え岩を伴っていない．

化石は発見されていない．本層は，男鹿半島の広義の台島層（宮城，1958）下半部にほぼ対比される．

台島 -西黒沢階下部である．

八塩沢川層は，鹿ノ爪層の同時異相であって，本図幅地域南東部にわずかに分布している．層厚は

450-700 mである．輝石安山岩溶岩・同質凝灰角礫岩・火山角礫岩・酸性火山礫凝灰岩・凝灰角礫岩及

び溶結凝灰岩を主とし，酸性凝灰岩・礫岩などを伴っている．化石は発見されていない．本層は，男鹿

半島の広義の台島層（宮城，1958）下半部にほぼ対比される．台島 -西黒沢階下部である．

青沢層は，畑村層及び須郷田層の同時異相である．本層は八塩沢川層を整合に被覆して，本図幅地域

の西部及び中部の地下に広く分布している．層厚は 700-1,500 mである．玄武岩溶岩・同質火山角礫岩

・凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩及び凝灰岩を主とし，泥岩及び畑村層のものと同じ酸性火砕岩を伴ってい

る．泥岩及び酸性火砕岩は，主として本層最上部（層厚 0-100 m）で見られる．本層最上部から底生有

孔虫化石及び浮遊性有孔虫化石を産する．本層は，男鹿半島の広義の台島層（宮城，1958）上半部及び

西黒沢層（藤岡，1959）にほぼ対比される．台島 -西黒沢階中部・上部である．

畑村層は，鹿ノ爪層及び八塩沢川層を整合に被覆して，本図幅地域東部に広く分布している．層厚は

200-700 mである．酸性凝灰岩・火山礫凝灰岩・凝灰角礫岩・玄武岩溶岩及び同質火砕岩を主とし，デ

イサイト溶岩・酸性溶結凝灰岩・安山岩火砕岩・砂岩及び泥岩を伴っている．本層中から珪化木や，比

較的保存の良い台島型植物化石を多産する．本層は，男鹿半島の広義の台島層（宮城，1958）上半部に

ほぼ対比される．台島 -西黒沢階中部である．

須郷田層は，畑村層を整合（一部不整合）に被覆して，本図幅地域東部に分布している．層厚は100-

2）天徳寺層の一部は第四系であるが，便宜上第三系の所で記述する．
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300 mである．砂岩及び礫岩を主とし，酸性凝灰岩・火山礫凝灰岩・玄武岩火砕岩及び泥岩を伴ってい

る．本層中から台島型植物化石・海生貝化石及び有孔虫化石を多産する．本層は，男鹿半島の西黒沢層

（藤岡，1959）にほぼ対比される．台島 -西黒沢階上部である．

女川層は，青沢層及び須郷田層を整合に被覆して，本図幅地域東半部の地表及び西半部の地下に広く

分布している．層厚は 200-550 mである．硬質泥岩を主とし，酸性凝灰岩及び砂岩を伴う．本層の最上

部は，硬軟互層からなる．本層中から魚鱗・魚骨・Sagarites chitanii MAKIYAMA・放散虫化石及び

珪藻化石を産する．ときに，海生貝化石を産し，有孔虫化石は貧困である．

薬師山玄武岩は，女川層の堆積時に噴出したもので，本図幅地域中北部にわずかに分布している．層

厚は 0-40 m であって，玄武岩火砕岩からなる．

船川層は，女川層を整合に被覆して，本図幅地域中部の地表及び西部の地下に広く分布している．層

厚は 300-700 mである．暗灰色泥岩を主とし，酸性凝灰岩・砂質凝灰岩及び砂岩を伴っている．本層中

には Sagarites chitanii MAKIYAMA が比較的普通に含まれ，大型化石に乏しい．放散虫及び珪藻化

石は女川層に比べて少ないが，これに反して有孔虫化石が多くなる．

天徳寺層は，船川層を整合（ごく一部不整合）に被覆して，本図幅地域の西半部の地表及び地下に分

布している．層厚は 500-1,300 mである．シルト岩を主とし，砂岩・酸性凝灰岩及び砂質凝灰岩を伴っ

ている．本層は，船川層に比較して全般的に化石が多くなる．海生貝化石及び Sagarites chitanii

MAKIYAMA を産し，有孔虫化石を多産する．

第四系は，下位から笹岡層・西目層・鳥海火山噴出物・段丘堆積物・沖積低地堆積物及び河床堆積物に

分けられる．鳥海火山噴出物及び段丘堆積物の区分及び対比を第 26 表に示す．

笹岡層は，天徳寺層を整合（一部不整合）に被覆して，本図幅地域西半部の地表及び地下に分布して

いる．層厚は 200-500 mである．砂岩を主とし，シルト岩・酸性凝灰岩・砂質凝灰岩及び，ときに礫岩

を伴っている．本層中からは，いわゆる“大桑・万願寺動物化石群”といわれる寒流系（親潮型）浅海

性貝化石を多産する．また，有孔虫化石を産する．

西目層は，笹岡層を不整合に被覆して，本図幅地域西部の地表及び地下に分布している．層厚は100-

400 mである．砂及び礫を主とし，泥炭を伴っている．本層は，秋田県男鹿半島の鮪川層（藤岡，1959）

にほぼ対比される．

鳥海火山噴出物は，女川層・船川層・天徳寺層・笹岡層・西目層及び段丘堆積物（一部）を不整合に

被覆して，本図幅地域南西半部に分布している．主として安山岩岩塊とその細粒物などを主体とした岩

えなだれ堆積物からなり，熱雲堆積物及び土石流堆積物を伴っている．古いものから新しいものに向か

って，由利原岩えなだれ堆積物（層厚 30-80 m）・白雪川岩えなだれ堆積物（層厚 10-30m）・奥山岩え

なだれ堆積物（層厚 10-30 m）・御嶽土石流堆積物及び象潟岩えなだれ堆積物に分けられる．象潟岩え

なだれ堆積物は，東隣象潟図幅地域で最大層厚 120 m あり，約 2,600-3,000 年前に流れ下ったもので

ある．

段丘堆積物は，子吉川沿岸・石沢川沿岸・鮎川沿岸などに河岸段丘群を形成して分布している．古い

高位のものから，高位Ⅰ段丘堆積物（層厚 10-15 m）・高位Ⅱ段丘堆積物（層厚 5-8 m）・高位Ⅲ段丘

堆積物（層厚 1 m 以上）・高位Ⅳ段丘堆積物（層厚約 5 m）・高位Ⅴ段丘堆積物（層厚 5 m 以下）・中位
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段丘堆積物（層厚 2-8 m）・低位Ⅰ段丘堆積物（層厚 3-6 m）及び低位Ⅱ段丘堆積物（層厚 3-5 m）に

分けられ，主として礫からなる．

沖積低地堆積物及び河床堆積物は，子吉川流域・白雪川流域などの谷底低地及び本図幅地域北西端部

西目付近に分布している．層厚は 5-30 m であって，礫・砂及び泥からなる．

Ⅱ．3　地　史

矢島図幅地域周辺のデータを加えて，本図幅地域の第三紀 -第四紀の地史について考察する3）．

漸新世-中新世前期頃の西男鹿階4）堆積時には，第7図に示すように日本海沿岸地域及び出羽丘陵地

域（一部内陸盆地地域）で変質輝石安山岩溶岩及び同質火砕岩を主とする火山活動が始まった．西男鹿

階の堆積時は終始火山活動が行われ，変質輝石安山岩溶岩及び同質火砕岩，ところにより少量の玄武岩

溶岩及び同質火砕岩を噴出し，堆積時の末期に少量のデイサイト-流紋岩溶岩及び同質火砕岩を噴出し

た．火山活動の休止時にごく少量の泥岩などの非火山性砕え岩を堆積した．海生化石が未発見であり，

溶結凝灰岩を伴っていることから，浅海域 -陸域の環境であった．火山体の中心部で厚さ 1,000 mに達

する火山が数か所にあり，これら火山は NW-SE 方向及び N-S 方向の断裂帯に沿って噴出した．次

に本図幅地域付近について見ると，山内層堆積時には，北隣本荘図幅地域南部東寄りから本図幅地域北

部東寄りに至る地区で，変質輝石安山岩溶岩及び同質火砕岩の噴出があった．火山活動は休止すること

なく行われ，非火山性砕え岩の堆積がなかった．火山活動の中心部では，最大層厚500 m以上の厚い火

3）秋田県全体若しくは，より広域にわたる地域の地質層序及び構造発達史については，北村（1959，1963），池辺（1962），TAGUCHI

     （1062），藤岡（1963a），大沢（1963，1968，1986），OHGUCHI（1983）などの論文がある．なお，本図幅地域付近一帯の広域にわた

     る地質図については，大沢ほか（1980，1988）がある．

4）宮城（1958）による西男鹿層群から赤島層を除いたものである．
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山噴出物が堆積した．

台島 -西黒沢階下部堆積時について見ると，第 8 図に示すように，中新世前期の約 2,200万年前頃か

ら，堆積盆の規模が東に向かって広がり，日本海沿岸地域から北上川河谷地域まで及んだ．西男鹿階の

堆積時に比べて，泥岩・砂岩などの非火山性砕え岩を多く堆積した．地域による差を生じ，輝石安山岩

溶岩及び同質火砕岩を主とし，玄武岩溶岩・同質火砕岩及び泥岩を伴う地域と，秋田県阿仁合炭田のよ

うに泥岩・砂岩・礫岩などの非火山性砕え岩の多い地域とがある．前者はほぼ全域に及んでいる．火山

体の中心部が厚さ 800 m に達する火山が 10 数か所にあり，これら火山は NW-SE 方向及び N-S 方向の

断裂帯に沿って噴出していて，数列が認められる．ここでは溶結凝灰岩を伴い，海生貝化石・冷温系の

阿仁合型植物化石（ところにより，温暖系の台島型植物化石）などを産し，海域-陸域の環境であった．

後者は内陸盆地地域以西に限られ，厚いところでは500 mに達する非火山性砕え岩を堆積した．ここで

は冷温系の阿仁合型植物化石を多産し，浅海 -陸域の環境であった．

次に本図幅地域付近について見ると，大簗層の堆積時には，北隣本荘図幅地域南部東寄りから本図幅

地域北部東寄りに至る地区で，酸性火山岩類の噴出が見られ，酸性凝灰岩及び火山礫凝灰岩を堆積し

た．火山活動の休止時には，泥岩・礫岩及び砂岩を堆積した．厚いところで 400 mであった．この時期

の初め頃の気候が比較的冷温であったことが，阿仁合型植物化石によって分かる．鹿ノ爪層及び八塩沢

川層の堆積時には，再び輝石安山岩溶岩及び同質火砕岩が噴出した．同時に酸性火砕岩を堆積した．な

お，少量であるが玄武岩溶岩及び同質火砕岩を噴出している．非火山性砕え岩はごく少ない．

台島-西黒沢階中部及び上部堆積時5）について見ると，第9図に示すように，中新世前期の約1,800万

年頃から，堆積盆の規模がほぼ同じであるが，非火山性砕え岩が多くなると同時に，玄武岩，特にデイ

5）樋口ほか（1072）によって，西黒沢階の岩相・化石相の広域的変化が詳しく述べられている．
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サイト-流紋岩の火山岩が多量となる．大局的に見て，東から西に向かって非火山性砕え岩が多くなり，

地域による火山岩の種類の組合せの違いが明瞭となる．青森県側を除く日本海沿岸地域及び出羽丘陵地

域では，多量の玄武岩溶岩及び同質火砕岩を噴出し，地区により泥岩の厚層を堆積した．ごく局部的に

デイサイト-流紋岩溶岩及び同質火砕岩を噴出した．上述の玄武岩は，試掘井のデータによれば最大の

厚さ 1,500 m 以上に達している．ほぼ N-S 方向に並ぶ 6-7 個の火山があり，この火山と火山との間に

最大層厚500 m以上の泥岩などの非火山性砕え岩を堆積した．枕状溶岩を伴っていることや，海生貝化

石及び有孔虫化石を多産することから，海域の環境であった．ところにより，温暖系の台島型植物化石

を産し，初期の頃，陸域の環境であった地区もあるが，後期にはここでも海域の環境となった．内陸盆

地地域及び脊梁山脈地域西半部では，多量のデイサイト-流紋岩溶岩及び同質火砕岩と，玄武岩溶岩及

び同質火砕岩とが同じ場所で噴出し，バイモーダル火山活動を示している．火山活動の休止時に薄層の

泥岩を堆積した．上述の玄武岩の最大の厚さは 500 m以下である．なお，デイサイト -流紋岩溶岩は，

多くの場合溶岩円頂丘を形成し，常にその火砕岩を多量に伴っていて，ここに黒鉱鉱床を胚胎してい

る．温暖系の台島型植物化石・海生貝化石・有孔虫化石などを多産し，溶結凝灰岩を伴っていることが

あり，大部分海域，一部陸域の環境であった．

次に本図幅地域付近について見ると，青沢層・畑村層及ぴ須郷田層の堆積時には，大局的に見て，西

から東に向かって岩相及び層厚が大きく変化している．本図幅地域の西部及び中部の青沢層は，玄武岩

溶岩及び同質火砕岩が大部分で，上部（層厚 0-100 m）に泥岩・酸性凝灰岩及び火山礫凝灰岩が見られ

る．ここでは，終始海域で最大層厚 1,400 m 以上に達する玄武岩溶岩及び同質火砕岩の噴出があった．

最後に泥岩及び酸性火砕岩を堆積した．これと対照的に，本図幅地域の東部の畑村層は酸性火砕岩を，

須郷田層は砂岩及び礫岩を主としている．ここでは，前半期に層厚200-700 mの酸性火砕岩・玄武岩溶
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岩及び同質火砕岩を，後半期に層厚100-300 mの砂岩及び礫岩の非火山性砕え岩を噴出もしくは堆積し

た．前半期は浅海域 -陸域の環境であったが，後半期になると，海域の環境となった．

台島-西黒沢階上部堆積時末期，すなわち中新世中期頃の約1,500万年前頃から次の女川階堆積時初期

にかけて，広域に構造運動があった．この運動によって，第三紀花崗岩類の大規模な広域にわたる火山 -

深成作用があった．

女川階堆積時について見ると，中新世中期の約1,400年前頃から，急に火山活動の規模が小さくなり，

数100 mの厚さに達する広域斉一岩相の硬質泥岩の堆積が始まった．なお，西から東に行くに従い，砂

岩がより多く堆積した．日本海沿岸地域及び出羽丘陵地域では，層厚300-1,000 mのほとんど硬質泥岩

のみからなる厚層を堆積した．能代沖や秋田 -本荘沖では最大層厚 1,000 mに達している．微沈降区で

は輝石安山岩溶岩及び同質火砕岩を噴出した．内陸盆地地域及び一部の脊梁山脈地域では，前述の地域

より砂岩及び酸性火砕岩を多く堆積した．層厚 200-700 m，多くのところでは 500 m以下である．輝石

安山岩溶岩及び同質火砕岩のほかに，デイサイト-流紋岩溶岩及び同質火砕岩を噴出した．大部分海域

の環境であったが，内陸盆地以東の一部では浅海域-陸域の環境であった．女川階堆積時には，堆積盆の

中心が日本海沿岸地域にあった．本図幅地域付近について見ると，女川層の堆積時には大部分のところ

で層厚400-550 mの硬質泥岩を主とする非火山性砕え岩の海成層を堆積した．なお，本図幅地域北東部

の微沈降区では，層厚 200-300 m と薄い．

船川階堆積時について見ると，中新世後期の約1,000万年前頃から，わずかに漸移相を挟むのみで岩

相が急に変化し，最大層厚 1,600 mに達する広域斉一岩相の暗灰色泥岩の堆積が始まった．西から東に

行くに従い砂岩が多く堆積した．日本海沿岸地域及び出羽丘陵地域では層厚400-1,600 mの暗灰色泥岩

（一部砂岩）からなる厚層を堆積した．能代沖・秋田 -本荘沖・能代南東方・秋田南東方などでは，最大

層厚 1,200-1,600 mに達している．微沈降区では輝石安山岩溶岩及び同質火砕岩を噴出した．有孔虫化

石を多量に産し，海域の環境であった．内陸盆地地域及び以東の地域では，前半の時期に厚さ100-500 m

の砂岩・暗灰色泥岩などを海域に堆積した．なお，後半の時期に厚さ 100-450 mの砂岩・デイサイト -

流紋岩火砕岩（一部溶結凝灰岩）などからなる湖成層を堆積した．船川階堆積時には堆積盆の中心が日

本海沿岸地域にあった．日本海側で広く見られる油田褶曲構造の形成は，船川階堆積時に始まったと考

えられる．本図幅地域付近について見ると，船川層の堆積時には大部分のところで層厚300-700 m の暗

灰色泥岩を主とする非火山性砕え岩からなる海成層を堆積した．

天徳寺階堆積時について見ると，鮮新世初期の約500万年前頃から，堆積盆全体の大きさが船川階堆

積時より急に小さくなった．最大層厚 1,500 mに達するシルト岩の堆積が始まった．内陸盆地地域及び

以東の大部分が陸化し，脊梁山脈地域を中心として玉川溶結凝灰岩などと呼ばれるデイサイト-流紋岩の

火砕岩の大量噴出が更新世まで続いた．日本海沿岸地域及び出羽丘陵地域西半部では層厚 300-1,500 m

のシルト岩（一部砂岩）が海域に堆積した．なお，弘前盆地・新庄盆地などの内陸盆地地域でも堆積し

た．能代沖及び秋田 -本荘沖では最大層厚 1,500 mに達し，ここに堆積盆の中心があった．油田褶曲構

造の形成が進むと同時に，N-S 性の北由利衝上断層系の形成が始まった．本図幅地域付近について見

ると，天徳寺層の堆積時には，本図幅地域西部及ぴ中部で層厚500-1,300 mのシルト岩を主とする非火

山性砕え岩からなる海成層を堆積した．本図幅地域西部から西隣象潟図幅地域東部にかけて 1 つの堆積
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盆の中心があり，最大 1,300 m の厚層を堆積している．

その後，更新世初期頃から更に堆積盆が小さくなり，細分化され，笹岡階及び鮪川階の砂岩・砂・礫

などを堆積した．本図幅地域付近の笹岡階堆積時について見ると，本図幅地域西半部・西隣象潟図幅地

域などで層厚200-500 m の砂岩を主とする海成層を堆積した .なお，次の西目層の鮪川階堆積時につい

て見ると，本図幅地域西部・西隣象潟図幅地域などで陸水化した堆積盆に淡水成と考えられる砂などが厚

さ 50-450 m 堆積した．

その後，更新世中期頃から，鳥海火山の活動が始まり，本図幅地域南西半部で熱雲堆積物及び土石流

堆積物を伴う岩えなだれ堆積物が堆積した．主な河川などに沿って段丘堆積物などが形成された．その

後，約3,000年前南隣鳥海山図幅地域内の東鳥海馬蹄形カルデラから膨大な量の象潟岩えなだれが北方

に向かって流れ出した．

Ⅲ．　先　第　三　系

先第三系は，本図幅地域の第三系の基盤をなし，本図幅地域東部の地下に分布していて，花崗閃緑岩

からなる．本図幅地域東部から東隣浅舞図幅地域一帯に至る地域の，畑村層及びときに須郷田層の礫

（大きさ 5-15cm）として多数取り込まれているので，地下に分布していると推定した．本岩は礫の岩

質から灰白色，中粒，堅硬で，角閃石黒雲母花崗閃緑岩である（21 頁を参考）．

Ⅳ．　第　三　系

Ⅳ．1　山　内　層

やまうち

山内層（命名：畠山，1954）

山内層は，第三系の最下部を占めて，本図幅地域の中北部にわずかに分布していて，変質輝石安山岩

溶岩及び同質火砕岩からなる．

模式地　本図幅地域中北部秋田県本荘市山内北方の石沢川沿いである．

分布及び層厚　本図幅地域中北部の本荘市阿多良瀬から山内付近に至る石沢川沿岸沿いにわずかに分

布している．本層より下位の岩層が露出していないので，層厚ははっきりしない．北隣本荘図幅地域な

どのデータを合わせ考えると，層厚は 300-500 m と推定される．

岩相　山内層は，主として変質輝石安山岩溶岩・同質火山角礫岩・凝灰角礫岩及び火山礫凝灰岩から

なり，凝灰岩を挟んでいる．非火山性砕え岩を伴っていない．変質輝石安山岩溶岩は，青緑色-暗灰色，

やや斑状-斑状，塊状，緻密，堅硬であって，節理を示す．ときに自破砕状をなし，自破砕溶岩となる．

火砕岩は，濃緑色-緑色，堅硬で，拳大（ときに牛頭大）の本質火山岩塊及び大豆大の本質火山礫を多量

に有している．角礫と基質とは，非常に良く膠結されている．一般的にみて，層理は不明瞭であるが，

ときに淘汰を受けて，わずかに層理を示す．

代表的な岩石を鏡下で見ると，次のとおりである．
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（変質）紫蘇輝石普通輝石安山岩　溶岩　本荘市山内北西方 1 km 国道沿い　SiO2 59.02％　GSJ R

40102（YS 85103）第Ⅰ図版 1

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石

斜長石は中性長石 -曹灰長石に属し，大きさ 0.3-3.0 mm，著しい累帯構造を示し，新鮮である．普通輝石

は大きさ 0.3-1.2 mm，新鮮である．紫蘇輝石は大きさ 0.3-1.8 mm，一部緑泥石に置換されている．

石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示し，一部変質している．

上記の岩石の化学組成を第 3 表に示す．

変質輝石安山岩　溶岩　本荘市石沢大滝付近（北隣本荘図幅地域南部）（大沢ほか，1977）

斑晶：斜長石・輝石・かんらん石（？）

石基：斜長石・輝石・ガラス・鉄鉱

あ間状 -間粒状組織を示し，著しく変質している．

層位関係及び化石　本層は第三系の最下位を占めていて，化石は発見されていない．本層は岩質及び

層位関係から，秋田県男鹿半島の潮瀬ノ岬砂礫岩を除く門前層（藤岡，1959）及び同半島の赤島層を除

く西男鹿層群（半沢，1954；宮城，1958）に対比される．門前層（藤岡，1959）の年代は，鈴木（1980）

によれば，31.5 ± 1.7 Ma，25.5 ± 1.2 Ma 及び 25.1 ± 1.0-1.1 Ma の数値を，また，雁沢（1987）に

よれば，29.8 ± 6 Ma 及び 23.7 ± 0.7 Ma の数値を示している．このことから，本層の年代について．

漸新世 -中新世前期頃と推定した．

Ⅳ．2　大　簗　層

おおやな

大簗層（命名：畠山，1954）
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大簗層は，山内層を被覆して，本図幅地域の中北部にわずかに分布していて，主として酸性火砕岩か

らなる．

模式地　北隣本荘図幅地域内秋田県本荘市大簗付近一帯であって，本図幅地域内では本荘市虚空蔵山

南南東方の沢沿いでよく見られる．

分布及び層厚　本図幅地域中北部の本荘市虚空蔵山東方及び阿多良瀬東方の山稜でわずかに分布して

いる．層厚は 250-400 m である．

岩相　酸性凝灰岩及び火山礫凝灰岩を主とし，泥岩・礫岩及び，ときに酸性溶結凝灰岩と砂岩を伴っ

ている．酸性凝灰岩及び火山礫凝灰岩は，緑色-淡緑色，やや堅硬で，火山礫を有する．一般的にみて，

層理を示す（第10図）．ときに軽石質である．泥岩は暗灰色-灰色，塊状，凝灰質及び砂質であって，ま

れに亜炭の薄層を有する．本層の基底部に山内層を構成する火山岩と同質の円礫（人頭大）を有する礫

岩が発達している．

層位関係及び化石　下位の山内層を不整合に被覆している．本層の基底礫岩は厚さ 0-30 mで，厚さ

の変化が著しい．大沢ほか（1977）によれば，北隣本荘図幅地域中南端部の本荘市大簗付近の砂質泥岩

から，Picea ugoana HUZIOKA, Pinus sp．及び Betula sp. の比較的保存の良い阿仁合型植物化石を

産する．本層は，秋田県男鹿半島の広義の台島層（宮城，1958）下半部にほぼ対比され，台島 -西黒沢

階下部である．

Ⅳ．3　鹿 ノ 爪 層

 か  の つめ

鹿ノ爪層（命名：畠山，1954）

鹿ノ爪層は，大簗層を被覆して，本図幅地域北東部にわずかに分布する．主として輝石安山岩溶岩及

第10図　北隣本荘図幅地域南端部の本荘市大簗付近で見られる大簗層の酸性火砕岩
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び同質火砕岩からなる．

模式地　北隣本荘図幅地域内の大内町上川大内鹿ノ爪南西の沢であって，本図幅地域内では東由利町

奥ヶ沢北方の石切場でよく見られる．

分布及び層厚　本荘市山内北東方及び東由利町奥ヶ沢北方に分布している．層厚は300-450 mである．

岩相　輝石安山岩溶岩及び同質火砕岩を主とし，玄武岩溶岩，ときに酸性火砕岩を伴っている．非火

山性砕え岩を伴っていない．山内層に比べて，一般的に見て，変質の程度が弱い．安山岩溶岩は，青緑

色 -暗青色 -暗灰色，やや斑状-斑状，緻密，堅硬であって，節理を示す．自破砕化されて自破砕溶岩と

なっていることがある．厚さは数 -30 mである．安山岩火砕岩は凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩・火山角礫

岩及び凝灰岩からなる．濃緑色-緑色-暗灰色，本質火山岩塊を，本質火山礫を有する凝灰質物質が充あ

している．角礫と基質とはよく膠結されている．層理が不明瞭であるが，ときに淘汰を受けて明瞭な層

理を示す．玄武岩溶岩は，暗緑青色-暗青灰色-暗灰色，緻密，堅硬で，節理を示す．酸性火砕岩は，畑

村層のものと同じである．

本層の代表的岩石を鏡下で見ると，次のとおりである．

紫蘇輝石普通輝石安山岩　溶岩　本荘市鳥田目東方 0.5 km（本荘図幅地域南縁）GSJ R 37765（HJ

85001）第Ⅰ図版 2

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0.2-1.0 mm，新鮮である，普通輝石は大きさ 0.2-1.0 mm，一部緑泥

石に置換されていることがある．紫蘇輝石は大きさ 0.2-2.2 mm，一部緑泥石に置換されている．

石基：斜長石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示し，一部変質している．

上記の岩石の化学組成を第 3 表に示す．

かんらん石玄武岩　溶岩　本荘市山内東方 1.5 km 国道沿い　GSJ R40103（Y S85105）

斑晶：かんらん石・斜長石

かんらん石は大きさ 0.4-0.8 mm，完全に緑泥石，鉄鉱及びイディングス石に置換されている．斜長石は

曹灰長石に属し，大きさ 0.4-0.8 mm，少量で，累帯構造を示し，新鮮である．

石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・かんらん石・鉄鉱

あ間状組織を示し，一部緑泥石などに変質している．

上記の岩石の化学組成は第 3 表に示す．

かんらん石玄武岩　溶岩　本荘市虚空蔵山南方 0.5 km　GSJ R40104（Y S86055）

斑晶：かんらん石

かんらん石は大きさ0.3-1.0 mm，完全に緑泥石に置換されている．

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラス

ガラス基流晶質 -あ間状組織を示し，一部変質している．

上記の岩石の化学組成を第 3 表に示す．
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層位関係　下位の大簗層を整合に被覆している．

化石　本層中からいまだ化石が発見されていない．木村（1986）によれば，K-Ar 法で 19.0 Ma と

20.9 Ma である．本層は，秋田県男鹿半島の広義の台島層（宮城，1958）下半部にほぼ対比される．台

島 -西黒沢階下部である．

Ⅳ．4　八 塩 沢 川 層

八塩沢川層（新命名）

八塩沢川層は，本図幅地域南東部にわずかに分布し，輝石安山岩溶岩・同質火砕岩及び酸性火砕岩を

主とする．

模式地　本図幅地域南東部矢島町八塩沢川沿いである．

分布及び層厚　矢島町八塩沢川沿い一帯・鳥海町赤沼東方などに分布している．層厚については，本

層より下位の地層が露出していないのではっきりしない．地表データ及び試掘井矢島 AK-1 のデータ

（秋田県，1987）から見て，450-700 m と推定される．

岩相　八塩沢川層は，輝石安山岩溶岩・同質火砕岩及び酸性火砕岩を主とし，無斑晶安山岩溶岩・礫

岩及び砂岩を伴う（第 11図）．岩質及び層準により，酸性溶結凝灰岩を主とする下部，酸性火山礫凝灰

岩及び凝灰角礫岩を主とする中部と，輝石安山岩溶岩・同質凝灰角礫岩及び火山角礫岩を主とする上部

とに分けられる．下部は層厚 150 m 以上，中部は層厚 180-200 m，上部は層厚 130-150 m である．

下部は，酸性溶結凝灰岩を主とし，酸性火山礫凝灰岩・凝灰角礫岩及び凝灰岩を伴っている．酸性溶

結凝灰岩は緑色-淡緑色-灰白色，堅硬-やや堅硬，溶結凝灰岩特有の偏平な本質及び石質岩片を含み，弱

い層理を示す．ほかの火砕岩は，下記の中部のものと同じである．
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中部は，酸性火山礫凝灰岩及び凝灰角礫岩を主とし，酸性凝灰岩・安山岩凝灰角礫岩・火山角礫岩な

どを伴っている．酸性火砕岩は緑色-淡緑色-灰白色，堅硬-やや堅硬，火山礫及び火山岩塊を有し，軽

石質である．層理が明瞭なものがある．安山岩火砕岩は，下記の上部のものと同じである．ときに，弱

く溶結している．また，薄い安山岩溶岩を挟んでいる．

上部は，輝石安山岩溶岩・同質凝灰角礫岩及び火山角礫岩を主とし，無斑晶安山岩溶岩・火山礫凝灰

岩及び礫岩を伴っている．輝石安山岩溶岩は青緑色-暗青色-暗灰色，斑状，緻密，堅硬であって，とき

に自破砕状になっている．溶岩の厚さは，数-30 mで側方への連続性がよい．輝石安山岩火砕岩は濃緑

色-緑色-暗灰色を示し，本質火山岩塊を，本質火山礫を有する凝灰質物質が充あしている．角礫と基質

とはよく膠結されている．礫岩は，上述の溶岩と同質の巨礫 -小礫からなり，円礫 -半円礫である．

本図幅地域中央部の試掘井矢島 AK-1 のデータ 6）（秋田県，1987）によれば，深度 1,322-2,005 m

間に潜在している．深度 1,504-2,005 m間はデイサイト火砕岩を主とし，安山岩火砕岩，ごく少量の硬

質の泥岩を挟む．また，弱溶結していることがある．2,005 m の掘止め付近では，大きさ 0.4 cm 前後

の角閃石黒雲母花崗閃緑岩の岩片が取り込まれている．上述の火砕岩は有色鉱物として黒雲母及び輝石

を含んでいる．深度 1,322-1,504 m 間は輝石角閃石安山岩溶岩からなる．

本層の代表的岩石を鏡下で見ると，次のとおりである．

輝石安山岩　溶岩　鳥海町赤沼北東 1,5 km　GSJ R40105（Y S85044）

斑晶：斜長石・普通輝石

斜長石は曹灰長石 -中性長石に属し，大きさ 0.3-1.5 mm，累帯構造及び虫食状構造を示す．普通輝石は大

きさ 0.3-0.6 mm，少量で，一部緑泥石及び炭酸塩鉱物に置換されている．

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラス

ガラス基流晶質-毛氈状組織を示す．

酸性溶結凝灰岩　矢島町八塩沢川中流林道沿い　GSJ R40107（Y S85017）　第Ⅱ図版 1

結晶：斜長石・石英・黒雲母・鉄鉱

斜長石は大きさ 1 mm 以下，著しく曹長石などに変質している．石英は大きさ 1 mm 以下，破片状結晶

が多いが，一部融食形を呈する．黒雲母は大きさ 1.2 mm以下，褐色多色性を示すが，ほとんど緑泥石な

どに変質している．鉄鉱は大きさ 0.3 mm以下．そのほか，緑泥石などに変質した苦鉄鉱物仮像が認めら

れる．また，酸性火山岩の岩片を含む．

基質：多数の微小岩片・結晶を含む火山ガラスからなる．変質した軽石片を含む．また，再結晶し球果状に消光

する部分も認められる．

ユータキシティック構造を呈する．

無斑晶安山岩　溶岩　矢島町八塩沢川上流林道沿い　GSJ R40106（Y S85015）第Ⅱ図版 2

斑晶：斜長石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0.3-1.5 mm，少量，一部緑泥石などに置換されている．

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラス

毛氈状 -ガラス基流晶質組織を示し，変質している．

層位関係　本層の下位層が露出していないので，不明である．

6）秋田県（1987）の報告書に，著者らの見解を加えて記述した．
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化石　本層中からいまだ化石が発見されていない．岩質及び層位関係から見て，鹿ノ爪層にほぼ対比

されると考えられる．本層は，秋田県男鹿半島の広義の台島層（宮城，!958）下半部にほぼ対比される．

台島 -西黒沢階下部である．

Ⅳ．5　青　沢　層

青沢層（命名：鯨岡，1953）

青沢層は，八塩沢川層を被覆して，本図幅地域の西部及び中部の地下に広く分布している．主として

玄武岩溶岩及びその火砕岩からなる．

模式地　山形県八幡町青沢東方一帯であって，本図幅地域内では試掘井東由利原 AK- 1 の深度

1,661.5-2,306 m 間である．

分布及び層厚　本図幅地域西部及び中部の地下に分布している．層厚は700-1,500 mである．本図幅

地域西部での試掘井は，すべて青沢層中で掘止めとなっている．したがって最大層厚は不明である．し

かし，北隣本荘図幅地域南西部の試掘井石脇SK-1のデータ（石油資源開発株式会社，1987）（第12図），

青沢層の模式地である南々隣大沢図幅地域及びその南隣清川図幅地域のデータ（大沢ほか，1986）から

見て，最大層厚 1,500 m 以上に達すると考えられ

る．

岩相　青沢層は，主として玄武岩溶岩及び同質火

砕岩からなり，泥岩及び酸性火砕岩を伴っている．

なお，ドレライトに貫かれている．岩質及び層準に

より，玄武岩を主とする主部と，泥岩及び酸性火砕

岩からなる最上部とに分けられる．主部は最大層厚

1,400 m 以上であり，最上部は 0-100 m である．

主部は玄武岩溶岩及び同質火砕岩からなり，まれ

に泥岩を挟む．玄武岩溶岩は枕状溶岩及び塊状溶岩

からなる．枕状溶岩は暗緑青色-暗青色-暗灰色，緻

密，堅硬で，枕状溶岩特有の放射状の節理や急冷縁

が見られる．また気泡の多い枕状溶岩は玄武岩が水

底で噴出したことを示している．塊状溶岩は暗緑青

色-暗青色-暗灰色，緻密，堅硬，均質で，その周縁

部が水冷破砕され，気泡が多い．これら溶岩は，多

孔質のものが多く，少なくとも 10 数枚以上認めら

れる．各々の溶岩の厚さは数 -40 mであり，場所に

より 50 m 以上である．玄武岩火砕岩は，火山角礫

岩・凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩及び凝灰岩からな

る．火山角礫岩及び凝灰角礫岩は，急冷縁をもち発
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泡した角礫を有する．水冷破砕によって生じたことを示しており，

CUCUZZA SILVESTRI（1963）の定義によるハイアロクラスタイトに

含められる．火山礫凝灰岩及び凝灰岩は，ときに層理を示し，発泡し

た火山礫を有することがある．泥岩は，暗灰色-灰色，層理が明瞭な

ものから，塊状，無層理のものまである．数層準に挟まれ，確認され

た厚さは約 1.0-1.5 m である．

最上部は泥岩及び酸性火砕岩からなる．岩質及び層準により，泥岩

からなる上半部（厚さ 0-25m）と，酸性火砕岩を主とし，所々に泥

岩を挟む下半部（厚さ 0-80 m）とに分けられる．上半部を欠いて，

上述の下半部を女川層が被覆している場所もある．泥岩は，暗灰色-

灰色，層理明瞭なものから，塊状，無層理のものまである．ときに硬

質で，女川層のものと肉眼では区別困難なものがある．酸性火砕岩は

軽石凝灰岩を主とし，火山礫凝灰岩を伴っている．軽石凝灰岩及び火

山礫凝灰岩は，緑色-淡緑色，やや軟弱，ときに火山礫を有し，軽石

質である．一般に層理明瞭である．デイサイト質であって，ときに黒

雲母を有する．土谷ほか（1986）によれば，本層中からぶどう石及び

パンペリー石が見いだされていて，ぶどう石・パンペリー石相の変成

作用を受けたと考えられる（第 13 図及び第 14 図）．
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本図幅地域中央部の試掘井矢島 AK-1 のデータ（秋田県，1987）によれば 7），深度 457.5-1,322 m

間に潜在している．深度 500-1,322 m間は，暗灰 -暗赤 -灰緑 -暗緑色のかんらん石玄武岩 -輝石玄武岩

からなる．深度 773 m以深では，石基が粗粒で，斜長石斑晶が目立たない．枕状溶岩 -塊状溶岩，一部

は貫入岩があるかもしれない．最下部に淡灰 -赤褐色の火山性砂岩及び珪質細粒凝灰岩を挟んでいる．

深度 773 m 以浅では，石基が細粒 -ガラス質で，比較的大きな斜長石斑晶を有する．気泡はほぼ球形，

小形（径 0.1-0.5 mm）で極めて多い．全体として水冷破砕された火砕岩を主とする．深度 457.5-500

m間は，暗褐 -褐 -淡褐色（硬質）泥岩を主とし，淡褐色ベントナイト質凝灰岩を挟んでいる．本図幅地

域西部由利町上屋敷東方の試掘井東由利原 AK-2 のデータ（秋田県，1983）によれば，深度 1,661.5-

7）原調査の記録を尊重し，できるだけ原文どおりにした．以下同様である．
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2,306 m間に潜在している．深度 1,780-2,306 m間は，発泡した岩片を含む緑-暗灰-紫黒色の玄武岩火

砕岩を主とし，深度 2,100 m以深では所々に溶岩を挟んでいる．最下部にドレライトが認められる．ま

た，ときに暗褐灰色硬質泥岩を挟んでいる．深度 1,668.5-1,780 m 間は，淡灰色の泥質 -砂質凝灰岩を

主とする．深度 1,690-1,710 m 間では緑色の塩基性凝灰岩が優勢となる．また，深度 1,680-1,690 m 間

及び 1,715-1,755 m 間に暗褐灰色硬質泥岩を所々に挟んでいる．深度 1,661.5-1,668.5 m 間は，淡灰色

凝灰質泥岩からなり，後述の暖海性有孔虫化石群集（Hopkinsina群集）を産する．北隣本荘図幅地域南

西部本荘市石脇北方の試掘井石脇SK-1のデータ（石油資源開発株式会社，1987）によれば，深度 714-

2,300 m 間に潜在している．深度 2,281-2,300 m 間は，暗緑色の気泡を含む玄武岩溶岩である．深度

2,078-2,281 m間は，安山岩溶岩を主とし，玄武岩を伴う．安山岩溶岩は，灰色 -緑灰色，細粒で，肉眼

で長石の変質した白い斑点が見られる．玄武岩は，暗緑灰色で気泡が少なく，一部はドレライトと考え

られる．深度 1,432-2,078 m 間は，玄武岩溶岩及び凝灰角礫岩を主とし，暗緑灰色 -暗灰色，一部茶褐

色で気泡が後述の部分に比ぺて少ない．深度 714-1,432 m間は，玄武岩火砕岩を主とし，緑灰色 -暗緑

灰色で，発泡している．

本層の代表的岩石を鏡下で見ると，次のとおりである．なお，青沢層中のドレライトの造岩鉱物の化

学組成を第4表に，パンペリー石の化学組成を第 5表に，青沢層中の玄武岩及びドレライトの化学組成

を第 6 表に示す．
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普通輝石かんらん石玄武岩　溶岩　由利町試掘井北由利原 -1D　深度 2,137.1 m

斑晶：斜長石・かんらん石・普通輝石

斜長石は亜灰長石 -曹灰長石に属し，大きさ 0.4-1.5 mm，累帯構造を示す，かんらん石は大きさ 0.5-2.5

mm，完全に緑泥石・沸石などに置換されている．普通輝石は大きさ 0.3-0.5 mmの微斑晶で新鮮である．

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラス

あ間状組織を示す．

上記の岩石の化学組成を第 6 表に示す．

かんらん石玄武岩　溶岩　由利町試掘井西由利原 AK-1　深度 2,299.2 m　第Ⅲ図版 1

斑晶：斜長石・かんらん石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0.4-1.2 mm，ときに累帯構造を示し，新鮮である．かんらん石は大き

さ 0.4-1.8 mm，完全に緑泥石・沸石・炭酸塩鉱物などに置換されている．

石基：斜長石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

あ間状-ハイアロオフィティック組織を示す．

上記の岩石の化学組成を第 6 表に示す．
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かんらん石玄武岩　溶岩　由利町試掘井由利原 SK-9D　深度 2,257.8 m

斑晶：斜長石・かんらん石

斜長石は大きさ 0.5-1.0 mm，大部分緑泥石などに置換されている．かんらん石は大きさ 0.5-1.0 mm，

完全に緑泥石及び炭酸塩鉱物に置換されている．

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラス

ハイアロオフィティック-あ間状組織を示す．

上記の岩石の化学紐成を第 6 表に示す．

無斑晶玄武岩（スピライト）　枕状溶岩　由利町試掘井由利原 SK-9D　深度 2,173 m　第Ⅲ図版 2

斑晶：斜長石・かんらん石

斜長石は大きさ0.4-1.2 mm，虫食状構造を示し，少量で，緑泥石・パンペリー石などに置換されている．

かんらん石は大きさ 0.5-1.5 mm，少量，完全に緑泥石・パンペリー石などに置換されている．

石基：斜長石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ハイアロオフィティック組織を示し，パンペリー石・ぶどう石・沸石などを生じている，

上記の岩石の化学組成を第 6 表に示す，　



28

普通輝石かんらん石玄武岩　溶岩　矢島町試掘井矢島 AK-1 深度 832.0 m

斑晶：斜長石・かんらん石・普通輝石

斜長石は大きさ 0.3-1.3 mm，緑泥石・曹長石などに置換されている．かんらん石は大きさ 0.3-1.0 mm，

完全に緑泥石・鉄鉱などに置換されている．普通輝石は大きさ 0.4 mm以下，小型，少量，新鮮である．

石基：斜長石・輝石・鉄鉱・ガラス

あ間状組織を示し，多孔質である．

層位関係　下位の八塩沢川層を整合に被覆している．

化石　本層中から有孔虫化石を産する．試掘井矢島 AK-1 のデータ（秋田県，1987）によれば，深

度 460-525 m 間は，Hopkinsina morimachiensis-Gyroidinaorbicularis 亜帯である．Hopkinsina

morimachiensis ,  H. nanataniensis Gyroidina orbicularis,  Praeglobobulimina kamedaensis ,  P .

pupoides, Planulina wuellerstorfi, Pullenia bulloides などの深海性の石灰質底生有孔虫が多量に産

する．砂質種としては Cribrostomoides spp., Martinottiella communis, Spirosigmoilinella com-

pressa, Sigmoilopsis schlumbergeri などが産するが，個体数はあまり多くない．また，Globorotalia

miozea miozea ,  G. miozea conoidea, G. praemenardii,  G. peripheroronda, G. quinifalcata,

Globigerina praebulloides, Orbulina universa, O. suturalis Globoquadrina venezuelana などの温

暖な海流の流入を示す浮遊性有孔虫が多産する.このような有孔虫群集は西黒沢階に典型的に認められ

るものである．浮遊性有孔虫群集から見て，本亜帯は BLOW（1969）の N.10 に相当する．試掘井東

由利原 AK-2 のデータ（秋田県，1983）によれば，第 7 表のような有孔虫化石を産する．深度 1,660 m

以深は Hopkinsina morimachiensis 帯である．深度 1,880m は Hopkinsina morimachiensis 亜帯

で，H. morimachiensis, Martinottiella communis などをわずかに産する．深度 1,660-1,665 m 間は

Pullinia bulloides-Gyroidina orbicularis 亜帯である．Pullenia bulloides, Gyroidina orbicularis,

Planulina sp ., Hopkinsina sinboi, Cibicides malloryi, Bulimina cf . inflata, Praeglobobulimina

kamedaensis ,  Sigmoilopsis  schulumbergeri ,  Spirosigmoil inel la compressa,  Martinott iel lea

communis などを産する典型的 Hopkinsina 群集である．浮遊性も Globorotalia miozea, Globigerina

praebulloides などの特徴種が検出される．

本図幅地域西部由利町下屋敷北方の試掘井北由利原AK-1のデータ（秋田県，1979）によれば，深度

1,46O-1,480m は，Hopkinsina morimachiensis 帯の Pullenia bulloides-Gyroidina oribicularis 亜

帯である．Pullenia bulloides, Melonis pompilioides, Gyroidina orbicularis, Cibicides cf. ungerianus,

Cribrostomoides cf. subglobosum, Martinottiella communis, Spirosigmoilinella compressa などを

産し，砂質及び石灰質の混合群集である．底生，浮遊性種ともに産出頻度は少数であるが，Globorotalia

miozea, G. quinifalcata などの暖海性の特徴種を産する．本図幅地域西部由利町上屋敷南々東方の試

掘井東由利原 AK-3（秋田県，1984）によれば，深度 1,850-1,940 m 間は，Hopkinsina morimadhiensis

帯の Hopkinsina sinboi-Gyroidina orbicularis 亜帯である．劣勢ながら．Hopkinsina sinboi,

Gyroidina orbicularis, Spirosigmoilinella compressa, Orbulina universa, Globigerina preabu-

lloides などの Hopkinsina 群集の特徴種が検出される．また，比較的放散虫の産出が多い．

本層は，上述の化石から見て，秋田県男鹿半島の広義の台島層（宮城，1958）上半部及び西黒沢層

（藤岡 1959）にほぼ対比される．台島 -西黒沢階中・上部である．
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Ⅳ．６　畑　村　層

畑村層（命名：畠山，1954）

畑村層は，鹿ノ爪層及び八塩沢川層を被覆して，本図幅地域の東部に広く分布している．主として酸

性火砕岩・玄武岩溶岩及び同質火砕岩からなる．

模式地模式地模式地模式地模式地　本図幅地域北東部秋田県東由利町畑村付近の石沢川沿いである．
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分布及び層厚　東由利町畑村付近の石沢川沿いから南に向かって，由利町・矢島町及び東由利町の町

境の沼山-堰根山一帯・矢島町八塩沢川-八塩山一帯・羽後町軽井沢付近などを経て，鳥海町酢々内付近

に至る地区に分布している．層厚は200-700 mである．本図幅地域北東端部及び東端部では，厚さ200-

400 mで薄い．そのほかの大部分の地区では，厚さ 400-600 m，鳥田目断層群に切られる矢島町軽井沢

一帯・八塩沢川沿い一帯・鳥海町栗沢一帯などでは，層厚 600-700 m である．

岩相　畑村層は，岩質及び層準により，酸性火砕岩を主とする主部と，玄武岩溶岩及び同質火砕岩を
たいくら

主とする太倉玄武岩部層とに分けられる．大倉玄武岩部層は，主部の下部から中部に挟まれており，

主部と同時異相である（第 11 図）．

1）主部

主部は，酸性凝灰岩・火山礫凝灰岩及び凝灰角礫岩を主とし，流紋岩溶岩・酸性溶結凝灰岩・安山岩

火砕岩・砂岩及び泥岩を伴っている（第15図）．酸性火砕岩は，緑色-淡緑色，やや軟弱，火山礫を有し，

軽石質である．一般に層理明瞭である．酸性溶結凝灰岩は淡褐色-淡緑色，ガラス質，細かい岩片を有

し，堅硬である．主部の上部に挟まれている．矢島町・東由利町及び羽後町の町境の八塩山付近一帯で

見られる．溶結凝灰岩の分布する地区では，周辺の酸性火砕岩が半溶結となり，かなり硬質の岩相であ

る．流紋岩溶岩は，灰色-灰白色，塊状，堅硬であって，変質している．本図幅地域北東部由利町柴倉山

南方の沢の最上流でわずかに露出している．安山岩火砕岩は，赤褐色-帯褐緑色-緑色，やや軟弱で，層

理が明瞭なことが多い．砂岩は，暗灰色，細粒-中粒，やや軟弱，凝灰質である．泥岩は，暗灰色-灰色，

塊状，凝灰質である．砂岩及び泥岩は，上述の各種の火砕岩中に挟まれ，厚さ数 10 cm-数 mで，連続

性に乏しい．流紋岩溶岩及び溶結凝灰岩を鏡下で見ると，次のとおりである．

第 15図　東由利町畑村付近で見られる畑村層の酸性火砕岩
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流紋岩　溶岩　由利町金山南南東 1.5 km　GSJ R40108（Y S86041 a） 第Ⅳ図版 1

斑晶：石英・斜長石・カリ長石

石英は大きさ 0.2-1.4 mm，ときに融食形や破片状の形状を示す．斜長石は大きさ 0.2-1mm，著しく変

質している．カリ長石は大きさ 0.2-1 mm，不規則な形状を示すことが多い．

石基：石英・長石・鉄鉱・雲母（?）

石基の結晶は大きさ 0.2 mm以下．変質再結晶が著しい．また一部球果構造が認められる．

微晶質組織を示す．

酸性溶結凝灰岩　矢島町八塩山山頂南東 0.5 km　GSJ R40109（YS85073）第Ⅳ図版 2

結晶：斜長石・石英・カリ長石（?）・鉄鉱

斜長石は大きさ 0.2-1.5 mm，虫食い状に曹長石に置換され，丸味を帯びている．石英は大きさ 0.2-0.5

mm，カリ長石は大きさO.2-1 mmである．そのほか，緑泥石などに変質した苦鉄鉱物仮像を含む．鉄鉱

は大きさ 0.4 mm以下である．また，微晶質酸性火山岩片を含んでいる．

基質：不規則な形状のガラス片及び軽石片からなる．ガラスはわずかに再結晶し，球果状に消光する．

明瞭な溶結構造を示す．

2）太倉玄武岩部層

太倉玄武岩部層（命名：大沢ほか，1979）

模式地は東隣浅舞図幅地域内羽後町仙道太倉南西方一帯であって，層厚 0-300m である．大局的に見

て，西方に向かって厚くなる．

太倉玄武岩部層は，玄武岩溶岩・同質凝灰角礫岩及び火山角礫岩を主とし，玄武岩火山礫凝灰岩・凝

灰岩を伴い，所により酸性火砕岩を挟んでいる．玄武岩溶岩は，塊状溶岩及び枕状溶岩がある．塊状溶

岩は暗緑青色 -暗青色 -暗灰色，緻密，堅硬，しばしば発泡している（第 16図）．枕状溶岩は第 17図に示

すように，鳥海町赤沼付近で見られる．暗緑青色-暗青色-暗灰色，緻密，堅硬で，枕状溶岩特有の放射

第16図　鳥海町大栗沢東方の畑村層の玄武岩塊状溶岩
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状の節理や急冷縁が見られ，水底で噴出したことを示している．後述の青沢層中のものに比べて，多孔

質のものが少なく，各々の溶岩の厚さは数-50 mである．玄武岩火砕岩は，暗緑青色-暗青色-暗灰色を

示し，しばしば酸化して，赤褐色を帯びている．ときにスコリアを有する．一部急冷縁をもつ角礫を有

し，水冷破砕によって生じたことを示している．角礫の配列が一定方向に並び，また細粒火砕岩が分級

化され，層理を示すことがある．酸性火砕岩は主部のものと同じである．代表的玄武岩溶岩を鏡下で見

ると，次のとおりである．

かんらん石普通輝石ドレライト　溶岩粗粒相　鳥海町大栗沢東方 1.5 km　GSJ R37771（Y S85033）

　第Ⅴ図版 1

主成分鉱物：斜長石・普通輝石・かんらん石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0.4-1.8 mm，累帯構造を示し，新鮮である．普通輝石は大きさ 0.2-1.0

mm，新鮮である．かんらん石は大きさ 0.2-1.0mm，一部緑泥石に置換されているが，比較的新鮮であ

る．

オフィティック（-あ間状）組織を示す．

上記の岩石の化学組成を第 8 表に，鉱物の化学組成を第 9 表及び第 18 図に示す．

かんらん石玄武岩　溶岩　鳥海町姥ヶ懐東方 2 km　GSJ R37774（Y S85052）

斑晶：かんらん石・斜長石

かんらん石は大きさO.3-0.6 mm，完全に緑泥石に置換されている．斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0.3-

0.4 mm，少量である．

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラス

ハイアロオフィティック-あ間状組織を示す．

第17図　鳥海町赤沼付近で見られる畑村層の玄武岩枕状溶岩
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上記の岩石の化学組成を第 8 表に示す．

かんらん石玄武岩　溶岩　矢島町妻ノ神　GSJ R37768（Y S85082）　第Ⅴ図版 2

斑晶：かんらん石

かんらん石は大きさ0.4-0.5 mm，外縁部を単斜輝石が取り囲んでいる．緑泥石及びイディングス石に置

換されている．

石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱・ガラス

毛氈状 -あ間状組織を示し，ほとんど変質していない．

上記の岩石の化学組成を第 8 表に示す．
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層位関係　下位の鹿ノ爪層及び八塩沢川層とは，整合である．

化石　本層の砂岩・泥岩及び酸性凝灰岩中から珪化木や，比較的保存の良い台島型植物化石を多産す

る（第 10 表）．

本層は，秋田県男鹿半島の広義の台島層（宮城，1958）上半部にほぼ対比される．台島 -西黒沢階中

部である．
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Ⅳ．7　須 郷 田 層

須郷田層（命名：大塚（1936）によって，須郷田凝灰質泥質砂岩層と呼ばれた．その後，片山（1941）

によって須郷田層と命名された）

須郷田層は畑村層を被覆して，本図幅地域東部に分布していて，主として砂岩及び礫岩からなる．

模式地　東隣浅舞図幅地域内の東由利町須郷田付近であって，本図幅地域内では東由利町大琴付近の

石沢川沿いで見られる．

分布及び層厚　東由利町大琴付近一帯から同町大吹川付近一帯に至る地区に分布している．ほかに，

鳥田目断層群に沿って，その東側に小面積分布している．層厚は 100-300 m である．

岩相　須郷田層は，砂岩及び礫岩を主とし，酸性凝灰岩・火山礫凝灰岩・玄武岩火砕岩及び泥岩を伴

っている（第19図）．砂岩は暗灰色，風化すると赤褐色を帯び，細粒 -粗粒，やや軟弱，凝灰質，ときに

礫質であって米粒大-大豆大の円礫を有する．礫を有する砂岩と，礫のごく少ない砂岩とが互層し，明

瞭な層理を示す．ときに植物化石の破片及び炭質物を有する．礫岩は砂岩より少なく，淘汰が悪く乱堆

積を示し，下位の各層から由来した大小様々な円礫 -半円礫（径 2-30 cm，ときにそれ以上）を有し，

礫とその充あ物との膠結度は一般的に見てよくない．充あ物は砂質-やや凝灰質である．礫岩は上述の

砂岩と互層をなし，明瞭な層理を示す．酸性凝灰岩及び火山礫凝灰岩は，畑村層中のものと同じであっ

て，薄層として挟まれる．西方に向かって多くなり，鳥田目断層群近くの本層は，所により上述の酸性

火砕岩を主とする．泥岩は暗灰色 -灰色，塊状，凝灰質であってごく少なく，薄層として挟まれ，連続

性に乏しい．玄武岩火砕岩は凝灰角礫岩及び火山角礫岩を主とし，青沢層中のものと酷似する．

層位関係　下位の畑村層を整合（一部不整合）に被覆している．両層の境界付近は漸移することが多

第19図　東由利町大吹川東方の道路で見られる須郷田層の砂岩及び礫岩



37



38

いが，一方，本層の最下部に基底礫岩を有し，畑村層を不整合に被覆している．東隣浅舞図幅地域内に

は，畑村層を欠くところがあり，そこでは飯沢層（鹿ノ爪層相当層）を本層が不整合に被覆している．

化石　本層中から海生貝化石8）（第11表及び第12表），放散虫化石（第20図及び第13表）及び有孔虫化

石（第 14 表・第 15 表・第 16 表及び第 17 表）を産する．

本層は，秋田県男鹿半島の西黒沢層（藤岡，1959）にほぼ対比される．台島 -西黒沢階上部である．

8）秋田油田地域の新第三系及ぴ第四系の貝化石については，高安ほか（1986）によって詳しく研究されている．
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Ⅳ．8　女　川　層

おんながわ

女川層（命名：古くは男鹿半島に模式的に発達する珪質頁岩に対して，外山（1925）が「女川珪質頁

岩層」，大橋（1930）が「女川珪質頁岩」と呼んだ．また，千谷（1930）によって女川層と命名された）

女川層は，青沢層及び須郷田層を被覆して，本図幅地域東半部の地表及び西半部の地下に広く分布し

ていて，主として硬質泥岩からなる．本層は秋田油田含油第三系の代表的地層であって，女川層を構成

するものは，いわゆる「硬質頁岩」（Hard shale）と呼ばれている．

模式地　秋田県男鹿半島南岸女川付近であって，本図幅地域内では由利町柴倉山南方の沢でよく見ら

れる．

分布及び層厚　本荘市鳥田目付近から南に向かって，由利町柴倉山一帯・大砂川一帯・矢島町子吉川





41



42



43



44

東方一帯などを経て，鳥海町子吉川沿いに至る地区に広く分布している．本図幅地域西半部の鳥海火山

噴出物に被覆されている地区の地下にも広く分布している．そのほか，本図幅地域北東端部の東由利町

にもわずかに分布している．層厚は 200-500 mである．北東端部の東由利町では 200-300 mで薄い．そ

のほかの大部分の地区では，400-550 m である．

岩相　女川層は，主として硬質泥岩からなり，全地域にわたって酸性凝灰岩を挟んでいる．非常に珪

質で，珪質岩と呼ばれるものが多い（KANO，1979）．大小の泥灰岩（石灰質-苦灰質）の団塊を有する．

ときに砂岩を挟み，硬質泥岩との互層を示す．本層の最上部は暗灰色泥岩を挟んでいて，いわゆる硬（女
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川岩相）軟（船川岩相）互層を示す．ときに海緑石砂岩を基底部に伴っている．

硬質泥岩は，珪質で非常に明瞭な板状層理を示し，凝灰質の砂岩及び酸性凝灰岩を挟む（第 21図）．

この板状層理は数 cm単位で頻繁に繰り返す白黒の縞状構造による．黒色部は暗灰色-帯褐灰色の緻密，
ひうち

堅硬，珪質の泥岩からなる．珪質の泥岩は非常に微細な葉理を有し，ときに燧石レンズを挟む白色部

は黒色部に比べやや粗粒で，同じように微細な葉理を有し，風化が進むと灰白色を示し，やや凝灰質で

ある．白黒の両帯は風化部では非常に対照的な色調を示す．板状あるいは角片状の砕片に砕け易く，割

れ口は貝殻状断口を示す．硬質泥岩には上記のもののほかに，暗灰色，塊状，硬質 -やや軟弱なものま

であり，一般的に見て層理明瞭である．ときに無層理に近く，船川層のものに酷似するものもある．酸

性凝灰岩は，灰白色-白色，軟弱，軽石質，ときに砂質である．厚さ数10 cm-数 mで数層準に挟まれ，

鍵層として追跡できる．砂岩は暗青色 -暗灰色，細粒 -中粒，凝灰質である．

本図幅地域中央部の試掘井矢島 AK-1 のデータ（秋田県，1987）によれば，深度 0-457.5 m 間に潜

在している．深度 457.5-500 m間は，暗褐 -褐 -淡褐（硬質）泥岩を主とし，これに接して，かんらん石

ドレライト（深度 339.5-457.5 m）が認められる．深度 260-339.5 m 間は，暗褐 -褐 -淡褐硬質泥岩を主

とし，上部に（帯褐）白色泥灰岩，中部に（緑）灰色の硬質でない泥岩，基底部に灰白色細粒 -シルト

質凝灰岩を挟んでいる．深度220-260 m間は，暗褐色硬質泥岩と灰色玄武岩質シルト質-砂質凝灰岩か

らなる．深度138-220 m間は，暗褐-褐色硬質泥岩を主とし．淡褐色硬質泥岩を挟む．深度0-138 m間は，

暗褐-褐色硬質泥岩を主とし，中部に（緑）灰色の硬質でない泥岩及び灰色シルト質-泥質凝灰岩（少量）

を挟み，下部は淡褐色硬質泥岩が多い．本図幅地域西部由利町上屋敷東方の試掘井東由利原AK-2のデ

ータ（秋田県，1983）によれば，深度 1,284.5-1,661.5 m 間に潜在している．主として帯褐暗灰色硬質

泥岩及び灰褐 -淡褐色珪質泥岩からなり，所々に青灰色の砂質 -泥質凝灰岩及び泥灰岩を挟んでいる．

第12図　由利町柴倉山南方で見られる女川層の硬質泥岩
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層位関係　下位の青沢層及び須郷田層とは

整合である．須郷田層との層位関係は，北隣

本荘図幅地域内大内町上川大内岩野目沢揚ノ

上から福沢間の道路沿いと沢沿いとでよく観

察される．須郷田層最上部の凝灰質細粒砂岩

の上に，本層基底の海緑石砂岩が明瞭に整合

に重なっている（大沢ほか，1977）．

化石　本層から魚鱗・魚骨・S a g a r i t e s

 chitanii MAKIYAMA・放散虫化石（第 20 図

及び第13表）及び珪藻化石を産する．普通，大型化石に乏しいのが本層の特徴であるが，第18表のよう

な海生貝化石をときに産する．有孔虫化石は貧困である，米谷（1983）によれぼ，浮遊性有孔虫は，

Globorotalia pseudopachyderma-Globigerina woodi Zone であり，底生有孔虫は，Spirosigmoili-

nella compressa Zone 下部で Barren Benthonic Foraminifera Zone である．

試掘井矢島 AK- 1 のデータ（秋田県，1987）によれば，深度 20- 440 m 間は Spirosigmoilinella

compressa 帯である．深度 140-440 m 間は，N. F. -R. F. であって，本亜帯は全般的に有孔虫化石に乏

しく，Cribrostomoides 属，Cyclammina 属，Martinotteilla communis などの砂質種がわずかに産出

することで特徴付けられる．しかし，深度 220-240 m 間で Praeglobobulimina pyrula, P. pupoides,

P. pacifica Uvigerina proboscidea などの石灰質底生種と浮遊性種の Globigerina bulloides を産

する．深度 20-120 m 間は，Spirosigmoilinella compressa-Martinottiella communis 亜帯である．

Spirosigmoilinella compressa のほかに Martinottiella communis,  Cribrostomoides sublobosum,

C. renzi, C. spp., Cyclammina spp. などの深海性の砂質有孔虫を産することで特徴付けられる．浮

遊性有孔虫及び石灰質底生有孔虫は全く産出しない．

試掘井東由利原 AK-2 のデータ（秋田県，1983）によれば，第 19 表のような有孔虫化石を産する．

Spirosigmoilinella compressa 帯である．深度 1,400-1,640 m は，N. F-R. F であって，上位亜帯に

多産する Cribrostomoides  sp. をわずかに産するのみで貧化石帯である．深度 1,540 m 以深には，

Spirosigmoilinella compressa, Sigmoilopsis schlumbergeri, Hopkinsina sinboi などの Hopkinsina

群集の特徴種がわずかに産する．深度 1,380 m 以浅は，Cribrostomoides sp.-Dorothia sp. 亜帯であ

る．Cribrostomoides sp. を多産し，C. renzi, Dorothia sp., Martinottiella communis などを共存す

る砂質群集で，全体に産出個体数が少ない．

Ⅳ．9　薬師山玄武岩

薬師山玄武岩（命名：大沢ほか，1977）

薬師山玄武岩は，女川層の堆積時に噴出したもので，本図幅地域北端部東寄りにわずかに分布し，玄

武岩火砕岩からなる．

模式地　北隣本荘図幅内大内町及位北西方であって，本図幅地域内では本荘市柳生南方でわずかに露
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出している．

層厚　0-40 m

岩相　模式地では玄武岩溶岩が見られるが，ここではごく薄く，玄武岩凝灰角礫岩のみからなる．暗

青色-暗灰色，火山岩塊を火山礫を有する凝灰質物質が充あしている．一般に角礫と基質との膠結度が

よくない．代表的な火山岩塊を鏡下で見ると，次のとおりである．

普通輝石かんらん石玄武岩　本荘市柳生南方約 1 km　GSJ R40110（Y S85101）

斑晶：斜長石・かんらん石・普通輝石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0.3-2.0 mm，新鮮である．かんらん石は大きさ 0.3-1.2 mm，完全に

炭酸塩鉱物・鉄鉱などに置換されている，普通輝石は大きさ 1.0 mm 内外，少量である．

石基：斜長石・輝石・ガラス・鉄鉱

ハイアロオフィティック組織を示し，変質している．
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Ⅳ．10　青沢層・畑村層・須郷田層及び女川層を貫くドレライト

ドレライトは，青沢層・畑村層・須郷田層及び女川層を貫いていて，主として本図幅地域西半部の地

下及び北東部に分布している．本図幅地域西半部の多数の試掘井のデータによれば，青沢層中の玄武岩

溶岩及び同質火砕岩を貫いて，恐らく岩脈状をなすと推定される．なお，本図幅地域北東部では畑村層

・須郷田層及び女川層を貫いていて，多くの場合岩脈状をなすが，女川層中では一部岩床状をなす．ド

レライトの貫入時期については，青沢層堆積時のものと，女川層の堆積時のものとがあると推定した．

本岩の代表的岩石を鏡下で見ると，次のとおりである．

かんらん石普通輝石ドレライト　由利町試掘井東由利原 AK-2　深度 2,303.6 m

主成分鉱物：斜長石・普通輝石・かんらん石

斜長石は大きさ0.4-1.5 mm，ほぼ完全に緑泥石・沸石・パンペリー石・ぶどう石などに置換されている．

普通輝石は大きさ 0.4-3.0 mm，新鮮である．かんらん石は大きさ 0.4-2.0 mm，完全に緑泥石などに置

換されている．

上記の岩石の化学組成を第 6 表に示す．

かんらん石普通輝石ドレライト　仁賀保町試掘井仁賀保 AK-1　深度 3,508 m（象潟図幅地域東部）

主成分鉱物：斜長石・普通輝石・かんらん石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0.3-1.5 mm，累帯構造を示す．普通輝石は大きさ 0.2-0.6 mm，一部

緑泥石に置換されている．かんらん石は大きさ 0.2-0.8 mm，完全に緑泥石・沸石などに置換されている．

オフィティック-あ間状組織を示す．

上記の岩石の化学組成を第 6 表に示す．

普通輝石かんらん石ドレライト　矢島町試掘井矢島 AK-1　深度 400 m

主成分鉱物：斜長石・かんらん石・普通輝石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0.3-0.5 mm，緑泥石などに一部置換されている．かんらん石は大きさ

0.3-1.3 mm，完全に緑泥石・鉄鉱などに置換されている．普通輝石は大きさ 0.2-1.0 mm，やや新鮮で

ある．これら鉱物はオフィティック組織を示す．

普通輝石かんらん石ドレライト　東由利町宿南東方　GSJ R40111（Y S85109）

主成分鉱物：斜長石・かんらん石・普通輝石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0.3-1.0 mm，累帯構造を示し，新鮮である．かんらん石は大きさ 0.3-

2.5 mm，一部緑泥石に置換されているが，比較的新鮮である．普通輝石は大きさ 0.2-0.6 mm，新鮮で

ある．

オフィティック-あ間状組織を示す．

上記の岩石の化学組成を第 20 表に示す．
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かんらん石普通輝石ドレライト　東由利町黒沢北方 1 km　GSJ R40112（Y S85141）

主成分鉱物：斜長石・普通輝石・かんらん石

斜長石は曹灰長石 -亜灰長石に属し，大きさ 0.3-0.6 mm，累帯構造を示し，新鮮である．普通輝石は大き

さ 0.2-0.5 mm，新鮮である．かんらん石は大きさ 0.3-1.0 mm，完全に緑泥石に置換されている．

オフィティック-あ間状組織を示す．

上記の岩石の化学組成を第 20 表に示す．

Ⅳ．11　船　川　層

ふなかわ

船川層（命名：男鹿半島で外山（1925）が「船川黒色頁岩層」と呼んだ．その後，千谷（1930）によ

って船川層と命名された）

船川層は，女川層を被覆して，本図幅地域中部の地表及び西部の地下に広く分布していて，主として

暗灰色泥岩からなる．本層は女川層と同様に，秋田油田含油第三系の代表的地層である．船川層を構成

するものは，いわゆる「黒色頁岩（Black shale）」と呼ばれている．

模式地　秋田県男鹿半島南岸船川付近であって，本図幅地域内では由利町柴倉山南方の沢でよく見ら

れる．

分布及び層厚　本荘市石沢川沿い一帯から南に向かって，由利町前郷東方・矢島町矢島一帯などを経

て，鳥海町下直根付近に至る中部地区に広く分布している．本図幅地域西部の鳥海火山噴出物に被覆さ

れている地区の地下にも広く分布している．層厚は 300-700 mである．大部分の地区では，400-600 m

である．

岩相　船川層は，主として暗灰色泥岩からなり，酸性凝灰岩・砂質凝灰岩及びところにより砂岩を挟

んでいる（第22図）．暗灰色泥岩は塊状・無層理で・粘土質ないしシルト質である．新鮮な部分は黒色-
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暗灰色であるが，風化すると灰白色 -黄白色となり，5-10 cm の不規模な塊状，又は 2-3 cm のもろい

小角片に割れる．その露出面は硫黄状粉末に覆われていることがある．酸性凝灰岩及び砂質凝灰岩は，

灰白色 -白色，軟弱，軽石質，ときに砂質である．厚さ数 10 cm-5 m，ときに地域的に厚さを増し，50

m以上に達する．船川層上部では泥岩も灰色（天徳寺岩相）味を強く帯びている．船川層下部では，大

型，球状の泥灰岩の団塊を含んでいる．

本図幅地域西部由利町上屋敷東方の試掘井東由利原 AK-2 のデータ（秋田，1983）によれば，深度

715-1,284.5 m 間に潜在している．深度 1,264.5-1,284.5 m 間の青灰色，泥質の凝灰岩は，秋田県北部
ななくら

の下部七座凝灰岩部層（大沢ほか，1984 b）に対比されると考えられる．深度 715-1,264.5 m 間は暗灰

色 -帯褐暗灰色緻密泥岩からなる．深度 910-1,169 m 間に 6枚の貯留層が挟まれ，岩相は粗粒砂，含礫

粗粒砂岩，灰白色砂質 -シルト質凝灰岩である．

層位関係　下位の女川層と整合である．女川層上部の硬軟互層を経て，本層の暗灰色泥岩となる．本

層と下位の女川層とは漸移関係を示す．

化石　本層中には Sagarites chitanii MAKIYAMA が比較的普通に含まれ，大型化石に乏しい．放

散虫及び珪藻化石は女川層に比べて少ないが，これに反して有孔虫化石が多くなる（第 21 表）．米谷

（1983）によれば，船川層下部では浮遊性有孔虫は Barren planktonic Foraminifera Zone であり，

底生有孔虫は Spirosigmoilinella compressa  Zone 上部で Spirosigmoilinella compressa-Marti-

nottiella communis Subzone である．船川層上部では浮遊性有孔虫は Globorotalia ikebei-Orbulina

univera  Zone であり，底生有孔虫は Miliammina echigoensis Zone である．

試掘井東由利原 AK-2 のデータ（秋田県，1983）によれば，第 22 表のような有孔虫化石を産する．

深度 1,060 m 以深では Spirosigmoilinella compressa 帯である．深度 1,140 m 以深では Cribros-

第22図　由利町柴倉山南東方で見られる船川層の暗灰色泥岩
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tomoides sp.-  Dorothia  sp. 亜帯である．Cribrostomoides sp. を多産し，C. renzi, Dorothia sp.,

Martinottiella communis などを共存する砂質群集である．深度 1,060-1,120 m 間は，Spirosigmoi-

l inel la compressa- Martinott iel la  communis 亜帯である．特徴種の Spirosigmoil inella comp-

ressa の連続出現するところで上位帯と区分した．上位帯の特徴種である Miliammina echigoensis

が Spirosigmoilinella compressa の出現と同時に消滅する．深度 680-1,040 m 間は，Miliammina

echigoensis 帯である．深度 920-1,040 m 間は，Cribrostomoides cf. subglobosum-Martinottiella

communis 亜帯である．Cribrostomoides  cf .  subglobosum ,  Martinott iel la communis ,  Sacca-

mmina fragilis ,  Miliammina echigoensis などを主とする砂質群集で，石灰質種は急滅する．浮

遊性も石灰質種と同様に少なくなり，本亜帯以下には全く検出されない．深度 900 m 以浅は，Uvige-

rina spp.-Martinottiella communis 亜帯である．Cribrostomoides  cf.  subglobosum ,  Martino-

t t iella communis ,  Globobulimina auriculata, Uvigerina  spp.,  Cassidulina norcrossi,  Valvu-

lineria sadonica, Sphaeroidina cf. compacta などを多産する砂質と石灰質種の混合群集で上位帯

との群集変化が極めて大きい．深度 860-900 m 間は，Spirosigmoilinella compressa, Dorothia sp.,

Cribrostomoides sp., C. renzi など下位層の特徴種を産し，二次堆積の混入が見られる．深度 820-

840 m 間で Globorotalia ikebei が検出された．また，深度 760-820 m 間は，Bulimina nipponica 及

び Orbulina 属を特徴的に産する．

Ⅳ．12　天 徳 寺 層

天徳寺層（命名：大村（1928），その後，渡辺（1932）によって「天徳寺灰色頁岩」，大塚（1936）に
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より「天徳寺砂質頁岩層」と呼ばれた）

天徳寺層は，船川層を被覆して，本図幅地域西半部の地表及び地下に分布していて，主としてシルト

岩からなる．本層は女川層及び船川層が広域斉一相を示すのに比べ，その岩相が地域的変化に富んでい

る．

模式地　秋田県秋田市天徳寺付近であって，本図幅地域内では矢島町沢内川沿い一帯でよく見られ

る．

分布及び層厚　本荘市館付近から南に向かって，由利町川西付近・矢島町川辺西方・同町矢島南西方

などを経て，鳥海町湯ノ沢付近一帯の地区に分布している．なお，鳥海火山噴出物に被覆されている西

部地区にも地下に広く分布している．層厚は 500-1,300 m である．地表に露出している所では 500-800

mであるが，鳥海火山噴出物に被覆されている地区のうちの一部，例えば試掘井釜ヶ谷AK-1（秋田県，

1978）によれば，厚さが 1,300 m 以上に達する．

岩相　天徳寺層は，主としてシルト岩からなり，砂岩・酸性凝灰岩及び砂質凝灰岩を挟んでいる（第

23図）.シルト岩は青灰色 -暗灰色 ,塊状で風化すると，不規模な塊状に割れ，船川層のように細片化し

ない．砂岩は暗灰色 -青灰色，細粒 -中粒，軟弱，しばしば斜層理を示す．上部に行くに従い多くなり，

笹岡層中の砂岩と区別できなくなる．酸性凝灰岩及び砂質凝灰岩は，灰白色 -白色，軟弱，軽石質，と

きに砂質である．厚さ数 10 cm-数 m，ときに 10 m 以上である．

本図幅地域西部由利町上屋敷東方の試掘井東由利原 AK-2 のデータ（秋田県，1983）によれば，深

度 120-715 m 間に潜在している．本層下部（深度 230-715m）は，帯緑灰色シルト質泥岩及び暗灰色泥

岩からなる．由利原浅層上部（Ⅰ-Ⅲ層）及び浅層下部（Ⅳ-Ⅴ層）の各貯留層は細粒砂及び軽石と軽石質

凝灰岩である．本層上部（深度120-230 m）は，帯緑灰色シルト岩及び帯緑灰色シルト質泥岩からなる．

第23図　矢島町内川上流で見られる天徳寺層のシルト岩

優白部はラミナの発達した凝灰質シルト岩
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層位関係　下位の船川層と整合である．

化石　船川層に比較して全般的に化石が多くなり，肉眼的にもよく識別される．海生貝化石及びSa-

garites citanii MAKIYAMA を産する．有孔虫化石を多産する．米谷（1983）によれば，天徳寺層下

部では，浮遊性有孔虫は Globigerina pachyderma(dext)-Globorotalia orientalis  Zone であり，

底生有孔虫は Uvigerina subperegrina  Zone 下部で Praeglobulimina pupoides-Martinott iel la

communis Subzone である．天徳寺層上部では，浮遊性有孔虫は Globigerina pachyderma(sinst.)-

Globigerina quinqueloba  Zone であり，底生有孔虫は Uvigerina subpergrina  Zone 上部で Uvi-

gerina akitaensis-Epistominella pulchella Subzone である．これら有孔虫化石から，本層の地質時

代が更新世前期にかかると考えた．

試掘井東由利原 AK-2 のデータ（秋田県，1983）によれば，第 23 表のような有孔虫化石を産する．

深度 680 m 以深は Miliammina echigoensis 帯の Uvigerina spp.-Martinottiella communis 亜帯で

ある．深度 140-660 m 間は，Uvigerna akitaensis 帯である．深度 420-660 m 間は Melonis nicobarense-

Bolivinita quadrilatera 亜帯である．上位亜帯に産する種とともに Melonis pompilioides, M. nico-

barense, Bolivinita quadrilata などを特徴的に多産する．浮遊性は，Globorotalia inflata を産し，

暖海流の影響下にあったものと考えられる，深度 140-400 m 間は，Trifarina kokozuraensis-Uvigerina

spp. 亜帯である Uvigerina spp., Trifarina kokozuraensis, Cassidulina norcrossi, Epistominella

pulchella など半深海性の石灰質種を多産する．outer neritic に相当する群集構成である．浮遊性の

産出は，Globigerina 属を主とする．深度 220 m 以深では G. pachyderma が右巻優勢となり，劣勢

ながら Globorotalia inflata が検出されることから，暖海流の支配下にあったと考えた．

Ⅴ．　第　四　系

V．1　笹　岡　層

笹岡層（命名：大村（1928），その後，渡辺（1932）によって「笹岡砂質頁岩」と呼ばれた．本層は

藤岡ほか（1969）によって再定義された）

笹岡層は，天徳寺層を被覆して，本図幅地域西半部の地表及び地下に分布していて，主として砂岩か

らなる．

模式地　秋田県秋田市笹岡付近であって，本図幅地域内では由利町鮎川沿い一帯でよく見られる．

分布及び層厚　由利町鮎川沿い一帯・矢島町荒沢付近一帯・西目町西目川中流西方一帯などに分布し

ている．小露頭であるが，由利町大谷池南方に点々と分布している．層厚は 200-500 m である．

岩相　笹岡層は主として砂岩からなり，シルト岩・酸性凝灰岩及び砂質凝灰岩を挟み，ときに礫岩を

伴っている．砂岩は，暗灰色-青灰色，細粒 -中粒，軟弱であって，しばしば斜層理を示す．凝灰質及び

シルト質のものがある．シルト岩は，青灰色 -暗灰色，塊状，軟弱，砂質のものがある．酸性凝灰岩及

び砂質凝灰岩は，灰白色 -白色，軟弱，軽石質，ときに砂質である．厚さは数 10 cm-3 m であるが，と
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きに 10 m 以上に達する．礫岩は，下位層か

ら由来する大小の礫を有し，分級淘汰が悪

く，軟弱である．連続性に乏しく，基底部に

局部的に見られる．

層位関係　笹岡層は下位の天徳寺層と整合

である．しかし，多数の試掘井のデータ及び

矢島町谷地沢南東方の地表のデータからみ

て，一部不整合であると考えた．

化石　天徳寺層以下の各層に普通に見られ

た海綿 S a g a r i t e s  c h i t a n i i  M A K I Y A M A 及

び底生砂質有孔虫化石は認められない．本層

中から海生貝化石を多産し，いわゆる“大桑

・万願寺動物化石群”（大塚，1939）といわ

れている．特に多産する北隣本荘図幅地域南

部の本荘市万願寺のものを第 24 表に示した．

合わせて同市万願寺の底生有孔虫化石を第 25

表に示す．

Ⅴ．2　西　目　層

西目層（命名：三土，1938）

西目層は，笹岡層を被覆して，本図幅地域

西部の地表及び地下に分布し，主として砂及

び礫からなる．

模式地　本図幅地域内の西目町であって，

同町田高北方で見られる（第 24 図）．

分布及び層厚　西目町一帯・由利町鮎川上

流・矢島町木境神社西方一帯などで見られ

る．層厚は 100-400 m である．

岩相　西目層は，主として砂及び礫からな

り，泥炭を挟んでいる．砂は暗灰色 -灰白色，

細粒 -中粒，すこぶる軟弱，弱凝固であって，

ときに凝灰質及び泥質のものがある．砂岩と

呼べないほどルーズなものである．礫は円礫

が多く，礫種は安山岩が多い．両者が互層を

なし，しばしば斜層理を示す．ときに，粗悪
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な泥炭の厚さ数 cm 内外の薄層を伴う．とき

に，灰白色 - 白色のすこぶる軟弱な酸性凝灰

岩及び砂質凝灰岩が見られ，厚さ 2 m 以下で

ある．

層位関係　下位の天徳寺層及び笹岡層と不

整合である，矢島町荒沢一帯で本層が笹岡層

を欠いて天徳寺層を被覆している．岩質及び

層位関係から，秋田県男鹿半島の鮪川層（藤

岡，1959）にほぼ対比される．

Ⅴ．3　鳥海火山噴出物

鳥海火山噴出物は，新第三系・笹岡層及び

西目層を不整合に被覆して，本図幅地域南西

半部の子吉川以西に広く分布している（第 25

図）．それらは安山岩岩塊とその細粒物など

を主体としたいわゆる火山岩え（大沢ほか，

1982）で従来は泥流堆積物と呼ばれていた（例えば，水野，1962）が，その多くは岩えなだれ9）（debris

9）ドライアバランシュ（荒牧，1979），岩え流（三村ほか，1982）と同義．本報告では三村（1985）の提言に従い，「岩えなだれ」を用

　 いる．

第24図　西目町田高北方で見られる西目層の砂層
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avalanche）堆積物である．このうち，仁賀保町釜ヶ台から冬師南方にかけて分布する 2,600-3,000 年

前の岩えなだれ堆積物を象潟岩えなだれ堆積物，南隣鳥海山図幅地域内奥山放牧場付近及び子吉川沿い

に分布するものを奥山岩えなだれ堆積物，白雪川沿いに分布するものを白雪川岩えなだれ堆積物，最も

分布面積が広く最も古いものを由利原岩えなだれ堆積物と呼ぶ．また，由利原高原一帯には由利原岩え

なだれ堆積物とともに熱雲堆積物と判断される堆積物も分布するが，露出が悪く明瞭な識別ができない

ことが多いため，由利原岩えなだれ堆積物として一括する．完新世の象潟岩えなだれ堆積物には明瞭な

流れ山地形が認められるが，他の岩えなだれ堆積物の流れ山は開析されており不明瞭である．

第26表に鳥海火山噴出物と，子吉川沿いを中心に分布する段丘堆積物の層位関係を示す．最も下位の

由利原岩えなだれ堆積物は最高位の段丘堆積物（高位1段丘堆積物）よりも古く，奥山岩えなだれ堆積

物及び御嶽土石流堆積物は高位Ⅳ段丘堆積物を覆っているのが確認されている．また，白雪川岩えなだ

れ堆積物の層準は不明であるが，本報告では奥山岩えなだれ堆積物と同じ時代の堆積物として扱う．

鳥海火山の活動史は，林（1984）により大きく3つのステージに分けられる．最古期のステージⅠは

古期成層火山体の活動期，ステージⅡは主として西鳥海火山（主に南西隣吹浦図幅地域内）の活動期，

ステージⅢは東鳥海火山の活動期である．象潟岩えなだれの発生はステージⅢにおいてである （林，

1984）．しかしながら，林（1984）は本図幅地域内に分布する火砕物に関してはほとんど言及していな

い．このため，林（1984）の火山活動史と本図幅地域内の噴出物との関係は明確ではないが，林（1984）

の「奥山火砕流堆積物」は奥山岩えなだれ堆積物の一部，「白雪川火砕流堆積物」は由利原岩えなだれ

堆積物の一部であると考えられることから（第 25図及び林（1984）の第 2図参照），象潟岩えなだれ以

外の岩えなだれは林（1984）のステージⅠに相当する時期に発生したと推定される．

ⅤⅤⅤⅤⅤ．．．．．3．．．．．1　由利原岩えなだれ堆積物

由利原岩えなだれ堆積物は，仁賀保丘陵から由利原一帯，上原などに広く分布し，基盤の笹岡層及び

西目層などを不整合に覆っている．層厚

が薄く，また，台地の平坦面を形成して

いるために，台地の側端崖以外では露出

が悪く，西隣象潟図幅地域（大沢ほか，

1982）では単に火山岩えとして扱われて

いた．本岩えなだれ堆積物は全体が単一

の岩えなだれによるものかどうかは不明

であり，また土石流堆積物や熱雲堆積物

と思われる露頭もあるが，子吉川及び白

雪川の間に挟まれる高原を覆っているも

のを総称して由利原岩えなだれ堆積物と

呼ぶ（第 25 図）．

本堆積物の層厚は，由利町鮎川上流上

屋敷西方約 0.5 km 地点（第 26 図）で約
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60 mであり，鮎川の左岸，西由利原台地の側端崖でも最大 80 mに達する（多数の試掘井のデータによ

れば，厚さ 30-80 m である）．また，南由利原南方など沢沿いでは本堆積物に覆われて基盤の笹岡層が

露出しているのが十数か所で確認されている．なお，本堆積物の薄いところは地質図上では省略してあ

る．

本堆積物は安山岩溶岩の岩塊・礫及びその細粒物質からなるが，基盤の砂岩及びシルト岩のブロック・

破片，河床礫なども含む．このうち，主に安山岩溶岩の巨大な岩塊からなる部分は宇井・荒牧（1985）

の岩塊相に相当し，円磨されていない安山岩岩片・河床礫（丸味を帯びる）・基盤岩岩片などとそれら

の間を埋める細粒物質からなる部分は宇井・荒牧（1985）の基質相に相当する．

岩塊相の各々の岩塊は長径数10 cm から最大10 m 以上で，内部は不規則な割れ目により破砕されて

おり（第 27図），ほとんどほぐれかかって引き伸ばされている場合もある．また，露頭が小さく岩塊相

のみからなる露頭は溶岩の露頭のように見えることもあるが，内部には不規則な破砕構造が発達してお

り，通常の溶岩の露頭とは区別できる．また，基盤の笹岡層及び西目層のブロック（最大数 m 大）が

取り込まれて変形していたり内部に断層が発達していることも多い．

基質相は“泥流”状の見かけを呈し，淘汰が悪い．岩塊相からほぐれた角ばった岩片から，かなり円

磨された岩片まで円磨度は様々で，また岩種も様々であるが，多くは鳥海火山起源の安山岩溶岩の岩片

である．明らかな河床礫が存在することもある．基盤の末固結堆積物の小片も多い．

本堆積物の基質相は膠結度が良く，細粒物質がほとんど風化している点で，また，岩塊相（第 27図）

を構成する岩石が角閃石を含まない安山岩である点でも，角閃石斑晶をしばしば含む安山岩の岩塊から

なる象潟岩えなだれ堆積物とは区別される．

地形的には流れ山は不明瞭であり，上位にローム層（熱雲堆積物に関連した堆積物？）が確認できる

第26図　由利町上屋敷西方約0.5 km の道路沿いで見られる由利原岩えなだれ堆積物の露頭

露頭の堆積物は厚さ約 10 m で，ここではほとんど基質相からなる
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場合が多い．

仁賀保丘陵や南由利原などでは，熱雲堆積物であると判断される露頭がある．層厚は 5 m 以下であ

る．第28図のように表面に急冷節理を持つ岩片が存在するなどの理由により，熱雲堆積物であると考え

られる．一部では岩えなだれ堆積物を不明瞭に覆っている．構成物は岩塊及びその細粒物質である．岩

塊は直径2 m 以下の安山岩の角礫である．細粒物質はローム又は粘土化した火山灰を主体としており，

第27図　矢島町谷地沢南方約1.0 km の地点で見られる由利原岩えなだれ堆積物岩塊相

上が岩塊相で，下が基質相である．岩塊相は溶岩のブロックからなり，破砕構造がよく見られる

第 28図　仁賀保町釜ヶ台東方0.6 km の道路沿いで見られる熱雲堆積物の本質岩片

急令節理をもち，高温であったことを示す．基質は粘土化している
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岩えなだれ堆積物の基質相の細粒物質との区別は困難である．また，岩片自体も風化が著しく，岩えな

だれによるものであるのか熱雲によるものであるのか判然としないことが多い．露頭が少なく，露出状

況も悪いため，この堆積物は岩えなだれ堆積物の一部である可能性もあり，ここでは由利原岩えなだれ

堆積物として一括する 10）．

今回の調査では，岩えなだれ堆積物の基質相中から木片が得られたので，2 個の試料につき 14C 年代

測定が行われた．

1）測定値：40,480 ＋ 5,470

－ 3,230 y.B.P.

測定番号：GaK-12140

測定者：学習院大学　木越邦彦

採取場所：由利町西由利原

北緯 39°16′36”

東経 140°03′58”

2）測定値：32,680 y.B.P.

測定番号：GaK-12141

測定者：学習院大学　木越邦彦

採取場所：由利町東由利原放牧場北

北緯 39°16′56”

東経 140°05′11”

14C 年代の測定限界を考慮すると，以上の 2 試料の測定結果は測定限界に近く，加藤（1984）の 14C

年代とは一致しない．第26表の段丘堆積物と本堆積物の関係などからすると，本堆積物の形成は更新世

中期と考えられ，上記 2 試料の測定結果は信頼限界を超えていると解釈してよい 11）．

ⅤⅤⅤⅤⅤ．．．．．3．．．．．2　白雪川岩となだれ堆積物

白雪川岩えなだれ堆積物は，本図幅地域南西端，白雪川両岸のみに露出する．上位の沖積低地堆積物

に覆われ（第 29 図），一部では笹岡層の砂岩を覆っている．UI et al.（1986）の Shirayukigawa

Debris Avalanche Deposits は本堆積物に相当する．層厚は 10-30 m 以上であるが，一般に 10-20 m で

ある．全体としては基質相が卓越するが，安山岩岩塊からなる岩塊相の存在により，土石流（泥流）で

はなく岩えなだれ堆積物であると判断される．基質相は安山岩岩塊・火山礫及びそれらの細粒物質から

なり，膠結度は象潟岩えなだれ堆積物よりも良く，より古い堆積物である．本堆積物は由利原岩えなだ

れ堆積物を切って発達するアバランシュバレー（仁賀保丘陵と上の山放牧場の間，第25図）の谷底に分

布することから，由利原岩えなだれ堆積物よりも新しいと判断される．本堆積物はこのアバランシュバ

レーの形成に関係した堆積物であるのかどうかは判断できない．

10）加藤（1984）によると，由利原一帯を覆う火山性ドライアバランシュ（本報告の岩えなだれ）の活動は一回で，それに伴い融雪によ

　　る泥流が発生した．その後引き続いて火砕流が発生した，とされるが，そのように判断した根拠は示されていない．

11）加藤（1984）は本堆積物の基底部から木片を採取し，19,780 ± 540y.B.P.（GaK-10173）の 14C 年代測定結果を報告している．

　　加藤（1984）の 14C 年代は本堆積物の基底部のものではなく地すべり堆積物の基底部から採取したものであると推定される．
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白雪川と赤川との合流点にはスコリア流堆積物が露出する．これは，本堆積物の下位の地層の可能性

もあるが，ほかに露頭が確認できず，本堆積物の岩塊相として本堆積物に含める．

ⅤⅤⅤⅤⅤ．．．．．3．．．．．3　奥山岩となだれ堆積物

奥山岩えなだれ堆積物は，南隣鳥海山図幅地域内奥山放牧場付近から鶯川に沿った地域及び子吉川沿

い猿倉南方から才ノ神にかけて分布する（第 25図）．両者は同一層準の堆積物であるのかは不明である

が，後者は奥山放牧場付近を通過した後，子吉川になだれ落ち，子吉川を堰き止めたと考えられるこ

と，及び二次泥流（本報告の御嶽土石流）堆積物と段丘堆積物との関係から，両者は同一層準であると

判断される．層厚は奥山放牧場付近で20 m 以上，その下流の金ヶ沢付近で10 m 以下，子吉川沿いでは

最大 30 m 以上に達する．

本堆積物は，鳥海山図幅地域内奥山放牧場付近にて不明瞭な起伏地形を持つ平坦面を形成する．そこ

から鶯川沿いに平坦面が所々に認められる．子吉川沿いにも，猿倉南方から下流にかけて平坦面が続く

が，いずれも上原付近の由利原岩えなだれ堆積物が覆う台地にアバットしている．

金ヶ沢付近での御嶽土石流堆積物（後述）との区別は，地形的に起伏があることにより岩えなだれ堆

積物とし，堆積物の層厚が 2-5 m 程度で表面地形が平坦である場合は土石流堆積物であるとするが，

両者は漸移的なものである．子吉川沿いでは両者の区別は明確でない．

本堆積物は岩塊相及び基質相からなる．岩塊相は安山岩溶岩の岩塊及びその破砕された岩片からなり，

基質相は安山岩岩塊，火山礫及びそれらの細粒物質を主体としている．膠結度はやや良い．林（1984）

は奥山放牧場付近の本堆積物を「奥山火砕流堆積物」と命名したが，安山岩岩塊からなる岩塊相の存在

から，岩えなだれ堆積物であると判断される．林（1984）によると，「奥山火砕流堆積物」は鳥海火山

のステージⅠに属する．

第29図　本図幅地域南西端部白雪川沿いで見られる白雪川岩えなだれ堆積物とそれを覆う

　　　　 沖積低地堆積物



66

ⅤⅤⅤⅤⅤ．．．．．3．．．．．4　御嶽土石流堆積物

御嶽土石流堆積物は，奥山岩えなだれの二次泥流堆積物であり，矢島町御嶽・田沢付近及び鳥海町貝

沢・郷具付近に分布し，平坦面を形成している．田沢北方では高位Ⅳ段丘堆積物を覆っている．確認で

きる層厚は，金ヶ沢北方で 2-5 m であるが，末端部では 1 m 以下となる．貝沢南方では 10 m 以上と

考えた．本堆積物と岩えなだれ堆積物の基質相との区別は困難であるが，本堆積物には岩塊相が認めら

れない．直径 1 m 以下の安山岩を主体とした火山岩の岩塊（円礫 -角礫）が多く，河床礫も認められ

る．その間を砂質ないし泥質の細粒物質が埋めている．膠結度はやや良く，極めて淘汰が悪い．

ⅤⅤⅤⅤⅤ．．．．．3．．．．．5　象潟岩えなだれ堆積物

象潟岩えなだれ堆積物は，本図幅地域内では南西部の白雪川から仁賀保町冬師・釜ヶ台にかけて，由

利原岩えなだれ堆積物を被覆して分布する．地形的に流れ山が顕著で（第30図），鳥海山図幅地域内の東

鳥海馬蹄形カルデラ（第25図）の形成をもたらした山体崩壊による岩えなだれ堆積物である．加藤（1977）

及び大沢ほか（1982）の象潟泥流堆積物に相当する．堆積物の主体は西隣象潟図幅地域内に広く分布す

るが，崩壊源より直進し，比高 100 mを超える谷壁を持つ谷からあふれ出したものが本図幅地域内に分

布している（第25図）．冬師・釜ヶ台付近の堆積物が象潟図幅地域内に分布するものと同一層準である

ことは，加藤（1977）により初めて指摘された．

本堆積物中には多くの埋れ木が含まれており，14C年代測定がしばしば行われている（第27表）．本堆

積物の形成年代は，加藤（1977，1978）によると約 2,600 年前，大沢ほか（1982）によると約 3,000

年前である．象潟図幅地域では最大層厚は 120 m であるが（大沢ほか，1982），本図幅地域内では確認

されていない．“流れ山”は冬師・上坂より南方で顕著であるが（第30図），釜ヶ台付近にも幾つか存在

第30図　仁賀保町上坂南方で見られる象潟岩えなだれ堆積物の流れ山地形

　　　　遠方にかすんで見えるのは，東鳥海馬蹄形カルデラ
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する．

流れ山の内部は安山岩岩塊を主体とした岩塊相よりなる．西隣象潟図幅地域では海岸線沿いや採石場

において流れ山の内部構造がよく観察できるが，本図幅内では露出は良好でない．本堆積物の基質相

は，安山岩岩塊・火山礫及びそれらの細粒物質からなり，由利原・白雪川岩えなだれ堆積物のものに比

べると，膠結度が悪く容易にくずれる．また，大沢ほか（1982）によると，流れ山上にはローム層が被

覆しておらず，この点でも由利原岩えなだれ堆積物との区別がつく．

山本・只隈（1983）・山本ほか（1984）によると，象潟図幅地域内を含めて象潟岩えなだれ堆積物全

体では，比高 5-40 m，長径 10-400 mの流れ山が 300以上存在する．岩塊相と基質相の量比，基質相中

の岩片の粒度分布と，給源（東鳥海馬蹄形カルデラ）からの距離変化との間には相関性はみられないと

いう．

Ⅴ．4　段 丘 堆 積 物

段丘堆積物は，子吉川沿岸を主とし，石沢川沿岸及び鮎川沿岸などに河岸段丘群を形成して分布して

いる．主として礫層からなり，古土壌に覆われる．これらの段丘群は，段丘面の連続性と開析の程度，

構成する堆積物の層相，特に堆積物の風化の程度，及び表面を覆う古土壌の層厚に基づいて，8段に区

分できる．すなわち，高位のものから，高位Ⅰ段丘・高位Ⅱ段丘・高位Ⅲ段丘・高位Ⅳ段丘・高位Ⅴ段

丘・中位段丘・低位Ⅰ段丘及び低位Ⅱ段丘に区分できる．

高位段丘群はそれらを構成する堆積物が著しい赤色風化を被っており，くさり礫を多く含むこと，及
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び赤色土12）に覆われていることから，最終間氷期以前の更新世中期に形成されたものと考える．また，

中位段丘は段丘面がよく保存されており，その堆積物が弱いながらも赤色風化を被っている最も低位の

段丘であることから，更新世後期の最終間氷期に形成されたものと考える．なお，本報告における高位

段丘群・中位段丘及び低位段丘群は，矢島付近における加藤（1985）の河岸段丘Ⅲ面・河岸段丘Ⅱ面及

び河岸段丘Ⅰ面にそれぞれほぼ相当する．

高位ⅠⅠⅠⅠⅠ段丘堆積物　子吉川沿岸の土倉及び下川内付近に分布する．段丘面と谷底低地との比高は90-

100 m であり，段丘面は開析されている．堆積物の層厚は，10-15 m であり，赤色風化を受けた中礫 -

大礫を主とする礫層からなる．礫種は安山岩・凝灰岩及び泥岩であり，凝灰岩礫及び泥岩礫はくさり礫

となっている．礫の間は少量の砂及び泥によって充あされている．最大層厚 4m の火山灰質赤色土に覆

われている．

高位ⅡⅡⅡⅡⅡ段丘堆積物　子吉川沿岸の土倉から笹子川沿岸の上川内にかけて分布するほか，子吉川下流

の東鮎川付近にも分布する．段丘面と谷底低地との比高は 80 m であり，段丘面は開析されている．堆

積物の層厚は5-8 m であり，赤色風化を受けた中礫-大礫を主とする礫層からなる．礫種は安山岩・凝

灰岩・泥岩であり，礫はくさり礫となっている．礫の間は少量の砂及び泥によって充あされている．厚

さ 1.5 m 以上の火山灰質赤色土に覆われている．

高位ⅢⅢⅢⅢⅢ段丘堆積物　子吉川沿岸の土倉及び矢島に分布する．段丘面と谷底低地との比高は60 m であ

り，段丘面は開析されている．堆積物の層厚は 1m 以上であり，赤色風化を受けた中礫 -巨礫を主とす

る礫層からなる．礫の間は少量の砂及び泥によって充あされている．火山灰質赤色土に覆われていると

推定されるが，露頭では確認できなかった．

高位ⅣⅣⅣⅣⅣ段丘堆積物　子吉川沿岸の東鮎川から矢島付近にかけて分布するほか，石沢川沿岸の柳生・山

内及び大琴付近に分布する．段丘面と谷底低地との比高は，子吉川沿岸では 40-50 m，石沢川沿岸では

20-30 m であり，段丘面はやや開析されている．堆積物の層厚は約 5 m であり，赤色風化を受けた中

礫-大礫を主とする礫層からなる，礫種は安山岩を主とし，泥岩及び流紋岩礫を伴う．泥岩礫はくさり

礫となっている．礫の間は少量の砂及び泥によって充あされている．一般に，厚さ2 mの火山灰質赤色

土に覆われる．矢島南方では，本堆積物は，鶯川沿いに流下した奥山岩えなだれ堆積物及びその二次泥

流である御嶽土石流堆積物に直接覆われている．なお，下川内より上流の子吉川沿岸においても，奥

山岩えなだれ堆積物及び御嶽土石流堆積物に覆われて，本堆積物が広く分布していると推定されるが，

露頭では確認できなかった．

高位ⅤⅤⅤⅤⅤ段丘堆積物　子吉川沿岸の下川内にのみ分布する．段丘面と谷底低地との比高は 40-50mであ

り，段丘面はあまり開析されていない．堆積物の層厚は 5 m以下であり，赤色風化を受けた中礫 -大礫

を主とする礫からなる．礫種はすべて安山岩からなり，礫はくさり礫にはなっていない．礫の間は少量

の砂及び泥によって充あされている．厚さ 1.5 m の赤色土に覆われる．

中位段丘堆積物　子吉川沿岸の東鮎川から笹子川沿岸の上川内にかけて分布する．段丘面と谷底低地

との比高は 20-30 m であり，段丘面は比較的新鮮である．堆積物の層厚は 2-8 m もしくはそれ以上で

12）　赤色土は，主として最終間氷期に風化・生成した古土壌の残存物であり，東北地方では中期更新世に形成された高位段丘及びそれよ

り古い地形面に分布する（松井，1987）．
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ある．風化してその一部が赤褐色化した中礫 -大礫を主とする礫層からなり，砂層及び泥炭層を伴う．

礫種は安山岩・泥岩及び流紋岩であり，泥岩礫はくさり礫となっている．礫の間は少量の砂及び泥によ

って充あされている．一般に，厚さ1.5 m の赤褐色土に覆われる．鶯川下流の下川内及び子吉川上流の

上川内では，本堆積物は鳥海火山から流下したと考えられる厚さ 5 m の土石流堆積物に覆われる．

段位ⅠⅠⅠⅠⅠ段丘堆積物　子吉川沿岸・笹子川沿岸及び石沢川沿岸などに広く分布する．段丘面と谷底低地

との比高は，子吉川下流の東鮎川では 5m であるが，下直根付近では 20m と上流ほど大きくなる．段

丘面は新鮮であり，しばしば支流の崖錐性扇状地面に連続する．堆積物の層厚は 3-6m であり，中礫 -

大礫を主とする礫層からなる．礫種は，子吉川流域では安山岩及び泥岩であり，特に右岸の地域では，

泥岩礫が多い．安山岩礫は新鮮であるが泥岩礫の多くは風化して軟弱になっている．礫の間は少量の砂

及び泥によって充あされている．厚さ 1m の黄褐色土に覆われている．

低位ⅡⅡⅡⅡⅡ段丘堆積物　子吉川流域に分布する．段丘面と谷底低地との比高は3-5 mであり，段丘面は新

鮮である．堆積物の層厚は3-5 mもしくはそれ以上であり，中礫-大礫を主とする新鮮な礫層からなる．

礫の間は少量の砂及ぴ泥によって充あされている．礫種は主として安山岩であり，泥岩礫を伴う．厚

さ 50 cm の黒色土に覆われている．

Ⅴ．5　沖積低地堆積物

沖積低地堆積物は，子吉川流域の谷底平野に広く分布するほか，その支流である鮎川及び笹子川の流

域，及び石沢川流域の谷底平野に分布する．また鳥海火山から北西に延びる白雪川流域のアバランシュ

バレーである谷底平野及び西目付近の潟湖跡にもやや広く分布する．礫・砂及び泥からなる．子吉川流

域の川辺及び矢島付近に分布する本堆積物は，層厚 5-10 m，ときにそれ以上であり，主として砂礫層

からなり，シルト層を伴う（秋田県，1982）．白雪川流域に分布する本堆積物は，層厚 6 m であり，鳥

海火山から由来した安山岩の大礫 -巨礫を主とする礫層からなり，ときに直径 2 m以上の安山岩礫も含

む．西目付近に分布する本堆積物（第31図）は完新世砂丘によって閉塞された潟湖とその周辺の低湿地

に堆積したものである．最大層厚は 30m であり，少量の砂及び細礫を含むシルト層からなる（東北農

政局計画部，1985）．

Ⅴ．6　河 床 堆 積 物

河床堆積物は，主として子吉川の河床及び白雪川の河床に分布し，礫及び砂を主とし，泥を伴ってい

る．子吉川の川床では，矢島より下流においては砂及び泥を主とし，それより上流では中礫 -巨礫大の

円礫を主とする．特に上川内より上流では礫径が大きく鳥海火山から由来した安山岩の大礫-巨礫を主

とする．白雪川の川床では，主として鳥海火山から由来した安山岩の巨礫からなる．
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Ⅵ．地　質　構　造

矢島図幅地域は，東北地方緑色凝灰岩地域のうちの，一部が日本海沿岸地域，一部が出羽丘陵地域に

属していて，いわゆる“油田褶曲方向”（N-S性）の褶曲及び断層が卓越している．第 32図・第 33図・

第34図及び第35図は，矢島図幅地域及びその付近の地下地質構造と地質断面図を示す．褶曲構造の形成

は，船川層堆積時に始まっている．そして，天徳寺層堆積時からそれ以後現在までの長い期間に形成さ

れた．主な断層群は天徳寺層堆積時からそれ以後現在までの長い期間をかけて形成されたと考えた．

Ⅵ．1　褶　曲

矢島図幅地域には油田褶曲方向（N-S 性）を示す褶曲構造がよく見られ，その代表的なものは西か

ら東に向かって，西目向斜・由利原背斜・矢島複背斜・新荘向斜及び八塩沢川背斜である，
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西目向斜（命名：三土・1938）　西目向斜は，本図幅地域北西端部の西目町西目付近から潟保を経て

西目川中流に至る N-S 性の延長約 5.3 km の西目層中の向斜構造である．両翼部とも 4-15°，ときに

20°の緩傾斜を示している．

由利原背斜（新命名）　由利原背斜は，本図幅地域西部の由利町鮎川流域の地下に位置し，緩い傾斜

の背斜構造を示す（第 39 図）．

矢島複背斜（新命名）　矢島複背斜は，本図幅地域北端部本荘市鳥田目西方付近から由利町柴倉山・

大砂川・矢島町矢島駅付近を経て同町熊ノ子沢東方に至る N-S 性の延長約 15 km の 3-4 の背斜軸を

有する複背斜構造である．主として女川層中の複背斜構造である．翼部の傾斜は，北部では多くの場所

で 50-90°（部分的に逆転している）である．南部に行くに従い緩くなり，15-30°，ところにより 15°以

下の緩傾斜を示す．北部では地層の擾乱が著しく，背斜軸が断層となっている．

新荘向斜（新命名）　新荘向斜は，本図幅地域北端部東寄り本荘市虚空蔵山南方から矢島町新荘付近

に至る N-S 性の延長約 10 km の船川層中の向斜構造である．両翼部とも 30-50°の傾斜を示し，矢島

町新荘付近以南で緩傾斜となり，はっきりしなくなる．

八塩沢川背斜（新命名）　八塩沢川背斜は，本図幅地域北東部由利町金山東方から矢島町軽井沢東

方・八塩沢川上流・鳥海町赤沼東方三角点 572.0 m 地点などを経て同町酢々内付近に至る延長約 15 km

の八塩沢川層及び畑村層中の背斜構造である．本背斜は，大局的に見て NNW-SSE 方向を示し，翼部

は 15-30°の緩傾斜である．

Ⅵ．2　断　層

矢島図幅地域には油田褶曲方向（N-S 性）を示す断層が多数認められ，その代表的なものは西から

東に向かって，仁賀保衝上断層群・釜ヶ台断層・大谷池断層・北由利衝上断層群・鳥田目断層群及び八

塩山断層がある．その他，上記の断層などより古い時期に形成された NE-SW 方向の断層（本図幅地

域北部東寄りの地区）及び，連続性の少ない N-S 性の断層が認められる．

仁賀保衝上断層群（命名：大沢ほか，1982）　仁賀保衝上断層群は，日本海沿岸地域をほぼ N-S に

走る延長約 200 kmの北由利衝上断層系（大沢ほか，1984a）に属し，西隣象潟図幅地域東部及び本図幅

地域西端部で認められる．恐らく，山形県庄内平野東側の酒田衝上断層群（池辺ほか，1979）の延長部

に当たる．本断層群は西隣象潟図幅地域東部の仁賀保町平沢北北東から小国・院内油田・横森・桂坂油

田・本図幅地域西端部・象潟町横岡などを経て，南西隣吹浦図幅地域北東端部に至り，延長約 20 km

以上に達する．本断層はN 0-30°E，又は W を示す 4-6 本の傾斜 60-75°Eのほぼ平行した断層であっ

て，地下深部で傾斜 45°E となると推定される．本断層群の分布地の幅は約 2.0-2.5 km である．地表

及び試掘井のデータによれば，青沢層から西目層まで切っていて，断層付近では地層が急傾斜（50-90°）

し，しばしば地層が逆転している．本断層群の形成は，天徳寺階初期に始まり，少なくとも西目層堆積

後の時期まで及んでいる．

釜ヶ台断層（新命名）　釜ヶ台断層は本図幅地域西部の西目川から南西部の白雪川に至る延長約 12

km 以上に達する N-S 性の断層であって，恐らく西に傾斜している．由利原岩えなだれ堆積物は，断
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層の上盤側（西側）に沿って幅約 1-1.5 km にわたって東へ下降する撓曲構造を示し，本断層によって

100-200 m の上下変位を受けている．釜ヶ台より南では，本断層は象潟岩えなだれ堆積物に覆われてい

るが，同堆積物の変形は認められない．

大谷池断層（新命名）　大谷池断層は釜ヶ台断層の東約 2.5 km に並行して，大谷池北方から扇谷地

溜池に至る延長約 7 km の断層であって，恐らく西に傾斜していると考えられる．本断層によって由利

原岩えなだれ堆積物は，約 10-20 m 東落ちの上下変位を受けている．

北由利衝上断層群（命名：藤岡ほか，1976）　北由利衝上断層群は，北由利衝上断層系（大沢ほか，

1984a）に属し、N-S性で東傾斜で延長約 35 km 以上に達し，北隣本荘図幅地域西部及び北北隣羽後和

田地域で地表で認められる．本図幅地域内に，その延長部が延びているが，地表部では，はっきりしな

い．由利原台地の地下に潜在し，第 34 図の試掘井西由利原 AK-1 西方及び試掘井釜ヶ台 AK-1 付近の

断層が，本断層群の延長部に当たると推定した．

鳥田目断層群（命名：KUTSUZAWA et al., 1966）　鳥田目断層群は，北隣本荘図幅地域北東部大内町

及位付近から本荘市竜馬山・本図幅地域同市鳥田目・由利町金山西方・矢島町軽井沢・同町新荘・鳥海

町栗沢付近を経て，南東隣湯沢図幅地域北東部に至る延長約 35 km 以上に達する逆断層である．本断

層群は N 0-40°E 又はW を示す 2-4 本のほぼ平行した断層からなる．鹿ノ爪層・八塩沢川層・畑村層・

須郷田層・女川層及ぴ船川層を切っていて，断層付近で地層が急傾斜（60-90°）し，しばしば地層が逆

転している（第 36 図）．地層転位の見掛落差はほとんどない所もあるが，最大 800 m 以上である．

八塩山断届（新命名）　八塩山断層は，本図幅地域北東部東由利町高屋付近から同町須郷・八塩山・

羽後町軽井沢西方などを経て鳥海町酢々内東方に至る延長約 15 km の西傾斜の逆断層である．畑村層

及び須郷田層を切っている．地層転位の見掛落差はほとんどない．

Ⅶ．　地　　震

本図幅地域が属する出羽丘陵及び日本海沿岸の一帯は，歴史的に地震活動が活発な地域で，「奥羽西

第 36 図　本荘市石沢川沿い鳥田目付近に見られる女川層及び鳥田目断層群（大沢ほか，1977）
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部の地震帯」（今村，1921）と呼ばれている．また，地震予知連絡会は，「歴史的に M7 級の被害地震

が発生しており，最近地震活動が活発化しており，男鹿半島に北西上がりの地盤傾動がみられる」との

理由から，本地域を含む一帯を特定観測地域「秋田県西部・山形県北部」に指定している．

本地域とその周辺においても，1804年の象潟地震を始めとして幾つかの被害地震が知られている（第

37図）．以下には，主として宇佐美（1987）・今村（1921）に基づいて，それらの被害地震の概要を記述

する．なお，地震の震央及びマグニチュード（M）は宇佐美（1987）13）による．

1423 年 11 月 23 日（応永 30 年 10 月 11 日）　震央，北緯 39.5°・東経 140.5°；M 6.0-7.0．「角館火災地

震年譜」によれば，「三日三夜地震い人畜死傷し，建物の倒壊多数，併し角館ではさまで動かず」とい

う．新庄の古老覚書によると言われ，詳細は不明である．

1644 年 10 月 18 日（正保元年 9 月 18 日）　震央，北緯 39.4°・東経 140.0°；M 6.5 ± 1/4．本荘では城

郭が大破し，家屋が倒れ死者があり，市街も多く焼失した．石沢でも家屋が倒壊して死者があり，院内

では地裂け水が湧出した．金浦では家屋28戸が倒壊し，山々が無制限に痛んだという．象潟の野史伝説

によれば，大津波が起こり 117人が溺死したといわれるが，今村（1921）はこの伝説については疑問視

している．しかし，宇佐美（1987）はこの地震の震央を本荘沖の日本海に推定している．なお，本地域

における被害を伝える史料は発見されていない．

1804 年 7 月 10 日（文化元年 6 月 4 日）　震央，北緯 39.05°・東経 139.95°；M 7.0 ± 0.1．象潟を中心

13）震央及びマグニチュードは，宇佐美（1075）の「資料日本被害地震総覧」を改訂した宇佐美（1987）の「新編日本被害地震総覧」に

　　よる．
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として，金浦北方から吹浦に至る日本海沿岸の地域に約 1-2 m の隆起（平野ほか，1979）をもたらし，

象潟湖を陸化させた地震である．被害地域は本荘から鶴岡にまで及び，記録された死者は約400人，全

壊家屋は約 8,000戸であった．本地域では，潟保において家屋全壊 60戸，同半壊 35戸，死者 4人の大き

な被害があったほか，釜ヶ台では家屋 2戸，冬師では同 1戸がそれぞれ全壊した．更に，矢島周辺でも

家屋 13 戸が半壊した．

1914 年 3 月 15 日　震央，北緯 39.5°・東経 140.4°；M 7.1．震央付近の横手盆地の大曲付近とその西

方の雄物川沿いの地域で被害が大きく，家屋の全壊率が 50％を超える地域があった．全体で家屋全壊

640戸，同半壊 575戸，死者 94人，負傷者 324人の被害を生じた．本地域でも森子・曲沢及び宿におい

て家屋 4戸が全壊した．本震の 13日後の 3月 28日に笹森丘陵南東縁の北緯 39.2°，東経 140.4°を震央と

して M 6.1 の最大余震が発生した．

Ⅷ．　応　用　地　質

矢島図幅地域には，緑色凝灰岩地域特有の第三系及び第四系が広く分布しているので，古くから油や

ガスの試掘が行われていた．その結果，由利原油・ガス田が発見された．本図幅地域には湯ノ沢温泉が

ある．角（1975）によれば，湯ノ沢温泉は本図幅地域南端部鳥海町猿倉湯ノ沢に位置し，泉温48°C，湧

出量 155.4l/ 分，pH 7.6-8.6 の重曹温泉である．なお，本図幅地域北東部の東由利町奥ヶ沢北方に石

切場がある．奥ヶ沢北方付近の地質は鹿ノ爪層の輝石安山岩溶岩を主とし，この岩石を採石している．

Ⅷ．1　由利原油・ガス田

由利原油・ガス田は，本図幅地域西部の由利原台地に位置し，昭和61年現在も石油資源開発株式会社

によって試掘が行われているが，昭和 59 年 12 月から一部の油・ガス層からの生産を開始している．

本油・ガス田が位置する由利原台地地域は，西方の院内油田及ぴ桂坂油田のある仁賀保地域に隣接し

ているので，石油胚胎の可能性が高いものと考えられ，昭和30年代に石油資源開発株式会社などによっ

て地表調査が行われた．しかし，同地域は鳥海火山噴出物に覆われていること及び，地表に分布する地

層が緩い西傾斜の同斜構造を示していたためその後の探鉱活動が立ち遅れていた．

本地域の探鉱活動が本格化したのは，昭和40年代に入ってからで，昭和40年に地質調査所によって構

造試錐由利原 ST-1 号井（深度 1,502 m）が掘削され，下部天徳寺層に貯留岩として良好な砂岩層の発

達が認められたことが契機となった．これを契機にして，昭和45年以後秋田県と石油資源開発株式会社

との共同あるいは石油資源開発株式会社単独で由利原台地一帯の物理探鉱を実施するとともに試掘を進

めた．

その結果，昭和 50 年に由利原台地の南部に掘削された由利原 AK-1 号井（深度 2,610 m）で下部天

徳寺層の砂岩に含ガス田が発見され，昭和 51 年にその構造上位で掘削された由利原 SK-1 号井（深度

800 m）によって産ガスに成功した．これが“浅層”と呼ばれている下部天徳寺層の油・ガス層発見の

経緯である．以後同層を対象として 6 坑の試掘井を掘削し，4 坑で成功をおさめた．
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一方，昭和53年には本地域の北部で掘削された北由利原 AK-1号井（深度1,604 m）で西黒沢期緑色

凝灰岩層上部のデイサイト凝灰岩（青沢層最上部）からコンデンセートを伴うガスの産出に成功した．

同層準からの産ガスは，秋田県で初めてのことである．次いで，昭和 56 年に東由利原 AK-1 号井（深

度 2,003 m）でデイサイト凝灰岩の下位に厚く発達している玄武岩類（青沢層主部）中に油・ガス田が

発見された．以後現在に至るまで青沢層を対象に試掘が続けられている．昭和59年には当初からの主要

探鉱対象層準であった女川層からも産ガスに成功した．

由利原油・ガス田付近の地質は，下位から上位に向かって青沢層・女川層・船川層・下部天徳寺層・

上部天徳寺層・笹岡層・西目層及び鳥海火山噴出物からなる．その内で油・ガス層を形成しているのは，

青沢層・女川層及び下部天徳寺層の各層であり，それぞれの貯留岩の岩相は次のとおりである．青沢層

では最上部のデイサイト凝灰岩（A層）がガス層を形成し，主部の厚さ 900 m を越す玄武岩類（B Ⅰ -

Ⅲ層）が油・ガス田を形成している．女川層では凝灰質砂岩及び割目のある泥岩が油・ガス田（On-

Ⅰ・Ⅱ層）を形成している．下部天徳寺層では最下部の砂岩及び凝灰質砂岩がガス層（Ⅰ -Ⅳ層，一部

で油層）を形成している．今までのところ，下部天徳寺層は本地域南東部で，青沢層及び女川層は本地

域北部で油・ガス層を形成していることが確認されている．

本油・ガス田を形成する地質構造は背斜構造である．地表では笹岡層が緩く西に傾斜する同斜構造を

なしているが，地下では下位の地層の背斜の形態が明瞭となる．下部天徳寺層では大谷池西方で極隆部

を形成し，N-S 方向の長軸を有する背斜構造となっている．一方，船川層以下は，天徳寺層基底の不

整合によって，上位層とは構造の形態や極隆部の位置が異なっている．全体としてドーム状の背斜構造

で，下屋敷付近及びその西方に極隆部を形成している．青沢層上限では，火山岩噴出時の地形的高まり

とその後に形成された断層により地塊化されている（第 38 図及び第 39 図）．

昭和61年12月までに本油・ガス田で掘削された坑井は29坑であり，地質調査所の構造試錐1坑を含め

第 38 図　由利原油・ガス田の模式地質断面図
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すべて試掘である．そのうち本地域南部の下部天徳寺層のガス層及び中央部の青沢層の油・ガス層の一

部から昭和59年12月以来生産を行っている．青沢層の油・ガス層の一部はテスト生産の段階である．昭

和 61 年 6 月末現在までの累計生産量は原油約 21.5 × 103kl，ガス約 12,087 × 103 m3 である．
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(Written in 1987)

ABSTRACT

The Yashima district is located in the southern part of Akita Prefecture, and
is represented by the southern part of the Akita Oil Field. This district is underlain
by a thick sequence of Oligocene to Holocene sediments and volcanics. A summary
of the stratigraphic sequence of this district and its surrounding areas is shown in
Table 1.

PRE-TERTIARY

The Pre-Tertiary rocks which are latent in underground of the eastern part of
the district are composed of hornblende-biotite granodiorite.

TERTIARY

The Tertiary sequence in this district is divided into the Yamauchi, Oyana,
Kanotsume, Yashiozawakawa, Aosawa, Hatamura, Sugota, Onnagawa, Funakawa
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＿

and Tentokuji Formations in ascending order. The Yamauchi, Oyana, Kanotsume,
Yashiozawakawa, Aosawa and Hatamura Formations are composed mainly of volcanic
rocks. On the other hand, the Sugota, Onnagawa, Funakawa and Tentokuji
Formations consist mainly of sedimentary rocks.

Yamauchi Formation      The formation, the lowermost part of the Tertiary,
is found in the northern part of this district. This formation consists of altered
pyroxene andesite lava and its pyroclastic rock. Almost all these volcanics show
dark greenish purple colour owing to alteration such as chloritization and carbona-
tization. The formation can be correlated with the Nishioga Group of the Oga
Peninsula, the type locality of the Tertiary System in Japan.

Oyana Formation     The formation, unconformably underlain by the Yamauchi
Formation, is narrowly distributed in the northern part of this district. It is composed
mainly of acid tuff and lapilli tuff intercalating mudstone, conglomerate and sandstone.
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Almost all these volcanics show pale greenish colour.   This formation yields fossils
of the Aniai-type Flora such as Picea ugoana HUZIOKA, Pinus sp. and Betula sp.
The formation can be correlated with the lower part of the Daijima and Nishikuro-
sawa Formations of the Oga Peninsula.

Kanotsume Formation   The formation, conformably underlain by the Oyana
Formation, is narrowly distributed in the northeastern part of this district. It consists
largely of pyroxene andesite lava and its pyroclastic rock intercalating basalt lava
and acid pyroclastic rock.  The formation can be correlated with the lower part of
 the Daijima and Nishikurosawa Formations of the Oga Peninsula.

Yashiozawakawa Formation　 The formation is narrowly distributed in the
southeastern part of this district.  Its age is contemporaneous with that of the
Kanotsume Formation.   It is composed largely of pyroxene andesite lava, its pyro-
clastic rock and acid pyroclastic rock intercalating conglomerate. The formation can
be correlated with the lower part of the Daijima and Nishikurosawa Formations of
the Oga Peninsula.

Aosawa Formation   The formation, conformably underlain by the Yashiozawa-
kawa Formation, is latent in underground of the western and middle parts of this
district. It consists mainly of basalt lava and its pyroclastic rock intercalating
mudstone and acid pyroclastic rock. Almost all these volcanics show dark greenish
colour. This formation yields fossils of foraminifera.  The formation can be
correlated with the middle and upper parts of the Daijima and Nishikurosawa
Formations of the Oga Peninsula.

Hatamura Formation     The formation, conformably underlain by the Kanotsume
and Yashiozawakawa Formations, is widely distributed in the eastern part of this
district.  It is composed mainly of acid tuff, lapilli tuff, tuff breccia, basalt lava and
its pyroclastic rock intercalating dacite lava, acid welded tuff, andesite pyroclastic
rock, sandstone and mudstone. Almost all these volcanics show pale greenish colour.
This formation contains the Daijima-type Flora and silicified woods. The formation
can be correlated with the middle part of the Daijima and Nishikurosawa Formations
of the Oga Peninsula.

Sugota Formation     The formation, conformably (partly unconformably) underlain
by the Hatamura Formation, is distributed in the eastern part of this district. It is
made up mainly of sandstone and conglomerate intercalating acid tuff, lapilli tuff,
basalt pyroclastic rock and mudstone. This formation yields the Daijima-type Flora,
molluscan and foraminifera fossils. The formation can be correlated with the upper
part of the Daijima and Nishikurosawa Formations of the Oga Peninsula.

Onnagawa Formation     The formation, conformably underlain by the Aosawa
and Sugota Formations, is widely distributed in the eastern half part of this district.
It is composed mainly of hard mudstone intercalating acid tuff, dark gray mudstone
and sandstone. The Yakushiyama Basalts are coeval with the Onnagawa Formation,
and are composed of basalt pyroclastic rock. Dolerites and basalts have been em-
placed during the deposition of the Onnagawa Formation. This formation contains
fossils of Sagarites chitanii MAKIYAMA, radiolarias, and diatoms, rarely yielding
foraminifera.
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Funakawa Formation    The formation, conformably underlain by the Onnagawa
Formation, is distributed in the middle part of this district. It consists largely of
dark gray mudstone intercalating acid tuff, sandy tuff and sandstone. This formation
yields Sagarites chitanii MAKIYAMA. Siliceous fossils such as diatoms and radiolarias
are less common than in the Onnagawa Formation, but foraminiferal fossils are
more abundant.

Tentokuji Formation     The formation, conformably underlain by the Funakawa
Formation, is distributed in the western half part of this district. It is made up
mainly of siltstone intercalating sandstone, acid tuff and sandy tuff. The formation
contains much more foraminiferal fossils than the Funakawa Formation, and yields
molluscan fossils and Sagarites chitanii MAKIYAMA.

QUATERNARY

The Quaternary in this district is divided into the Sasaoka and Nishime Formations,
Chokai Volcanic Products, terrace deposits, alluvial lowland deposits and river bed
deposits in ascending order.

Sasaoka Formation    The formation, conformably  (partly unconformably)  underlain
by the Tentokuji Formation, is distributed in the western half of this district. It is
composed mainly of sandstone intercalating siltstone, acid tuff, sandy tuff and
conglomerate.  The formation contains the Onma-Manganjian Fauna including
Turritella saishuensis, Yoldia notabilis, Acila insignis, Glycymeris yessoensis, and
so on．

Nishime Formation    The formation, unconformably underlain by the Sasaoka
Formation, is distributed in the western part of this district. It consists mainly of
sand and gravel with peat. The formation can be correlated with the Shibikawa
Formation of the Oga Peninsula.

Chokai Volcanic Products    Chokai Volcanic Products are distributed in the
southwestern half of the district.  They are composed mainly of debris avalanche
deposits and are divided into four, that is, Yurihara Debris Avalanche Deposits,
Shirayukigawa Debris Avalanche Deposits, Okuyama Debris Avalanche Deposits with
the secondary mudflows (Mitake Mudflow Deposits) and Kisakata Debris Avalanche
Deposits, in the ascending order. The lowest Yurihara Debris Avalanche Deposits
are thinly and widely distributed on the surface of Nikaho and Yurihara Kogen
(Plateau).  The Shirayukigawa Debris Avalanche Deposits crop out only at the
both banks of Shirayuki Gawa (River) which runs along an avalanche valley.
The Okuyama Debris Avalanche Deposits change gradually downwards into Mitake
Mudflow Deposits and are distributed along Uguisu Gawa and Koyoshi Gawa. The
youngest Kisakata Debris Avalanche Deposits were formed about 2,600-3,000 years
ago.  The main flow lobe spreads along Shirayuki Gawa widely in the western
Kisakata district and a minor lobe branching from the major flow lobe, overflowing
the banks of an older avalanche valley over 200 m high, spreads around Kama-ga-Dai
and Toshi in this district with extensive hummocky surface. The other older debris
avalanche deposits do not have clear hummocky surfaces．
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Terrace deposits    The deposits are sporadically distributed in this district. They
are made mainly of gravel with sand and silt.    The deposits are divided into eight
terrace deposits.

Alluvial lowland deposits and river bed deposits     The deposits are developed
along the main rivers in this district.  They are composed of gravel, sand and silt.

GEOLOGIC STRUCTURE

This district is characterized by prevalence of N-S trending faults and folds
which began to grow in the late Pliocene.   Their growth has been accelerated
during the Quaternary．

Folds　   The N-S trending folds prevail throughout the oil fields on the Japan
Sea coast.  The Yashima Anticlinorium is traced for about 15 km, plunging south-
ward. The Yashiozawakawa Anticline is traced for about 15 km. Its western
wing is bounded by the Toritame Faults.

Faults   A number of longitudinal faults parallel or subparallel to the fold axes
are found in this district. The Nikaho Thrust Faults are a part of the Kitayuri
Thrust System running along the Japan Sea coast region for about 200 km. The
faults are traced for about 20 km. The Toritame Faults are traced for about 35 km
and are reverse faults.

ECONOMIC GEOLOGY

Since the petroleum-yielding formations are widely distributed in this district, a
number of exploration boreholes have been drilled, some reaching as deep as 3,005 m.
The Yurihara Oil and natural gas Field is worked at the present time.



　　　Pl：斜長石　　Qz：石英　　ol：かんらん石　　au：普通輝石　　hy：紫蘇輝石　　Bi：黒雲母

　　　Pm：パンペリー石　　Pr：ブドウ石

1.　山内層の紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ya） （下方ポーラ）　採集地：本荘市山内北西1 km国道沿い（GSJ R40102）

2.　鹿ノ爪層の紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ka） （下方ポーラ）　採集地：本荘市鳥田目東方 0.5 km（GSJ R40104）

第Ⅰ図版



1.　八塩沢川層の変質溶結凝灰岩（Yw） （下方ポーラ）　採集地：矢島町八塩沢川中流林道沿い（GSJ R40107）

2.　八塩沢川層の無斑晶安山岩（Yl） （下方ポーラ）　採集地：矢島町八塩沢川上流林道沿い（GSJ R40106）

第Ⅱ図版



1.　青沢層のかんらん石玄武岩（Ab）　（下方ポーラ）　採集地：由利町西由利原 AK-1 深度 2299.2 m 地点

2.　青沢層の無斑晶玄武岩（Ab）　（下方ポーラ）　採集地：由利町由利原 SK-9D 深度 2173 m 地点

第Ⅲ図版



1.　畑村層の流紋岩（Hr）　（直交ポーラ）　採集地：由利町金山南南東 1.5 km（GSJ R40108）

2.　畑村層の酸性溶結凝灰岩（Hw）　（下方ポーラ）　採集地：羽後町八塩山山頂南東 0.5 km（GSJ R40109）

第Ⅳ図版



1.　太倉玄武岩部層のかんらん石普通輝石ドレライト（Hb）　（下方ポーラ）　採集地：鳥海町大栗沢東方1.5 km

　　（GSJ R37771）

2.　太倉玄武岩部層のかんらん石玄武岩質安山岩（Hb）　（下方ポーラ）　採集地：矢島町新荘妻ノ神（GSJ R37768）

第Ⅴ図版
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